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わが国，特に本州の近畿以西はマツタケ発生の好条件

に恵まれ，その食品的利用の歴史も古い。マツタケは食

用菌輩類の王座を占め，秋の季節物として愛好されるが1

最近は外人にも Pinemushroomと呼ばれ賞味されつ h

ある。

ところが食用茸であるマソタケも， ときには激しい咽

吐を伴う中毒症状をおこすことがある。今日までのとこ

ろこの種のマッタケ中毒については詳述されたものは少

なく，たんにキノコ類は不消化でありこれを過食したた

めであるとか，あるいは極度に腐敗分解したものを食べ

て胃腸障害をおこしたのであろうとみなされている。〔1,

2, 3, 4, 5 ) 

一（6)
しかし岩出 b はマツタケは過食しても胃腸を寄し

ないと述べ，古来の認識を是正すべきことを高唱してい

るほか，普通キノコに含まれる有機塩基の一種であるヒ

ヨリン（ Choline）が分解してノイリンCneurine）や

卜リメチノレア；ン〔 trirnethylam i11e〕 などを生成し

(7) 
これが毒作用をあらわすと言っている 。

またマツタケの如き食用茸も腐敗すれば悪臭を放ちか

っ有毒成分を生成すると言われているが（8) ' マシタ

ケをはじめ多くの食用キノコによる食中毒については邑

下のところ想定の域を脱しない現状である〔~＇ 10~ 

著者は自らマツタケ中毒を経験し， ゴァタケが変敗過

程で生成するであろう有毒成分の追＇.！＂＇. ＇.）：志した。

1 



待
国
内 I 立早 緒

=-D.ド
白岡

マツタケは元来無毒であり，古くから“香マツタケ味シメヂ”と言われるようにその議郁たる

香気は他種の食用菌類の追随を許さないが，発生後雨や高温が続くと部分的に腐敗したり， また

鐘詰として遠地に輸送される途中でむれて腐敗することがある．

腐敗をおこしたマツタケを食べると， 20～30分後にはげしい咽吐を催すことがある。本中毒は

日匝吐後は速かに治癒し，発熱や下痢を伴うことや，死亡例もなく，頻度も少ないため厚生省が作

製した統計にもこの種の中毒は記されていない（11). しかし第庇章に示すように著者の居住地

附近に限り調べたところによると，中毒の経験を有するものは2.7% （生産地では 3.0% ）にの

ぼった。

マツタケ中毒の症状は現在広汎に進められている宮木ら（12, 13）の食品変性機構に関する研究

ゃ，相談（14,15），柳沢ら（16）の腐敗細菌の研究により解明されたアレルギ一様食中毒（1丸山

19, 20, 21〕と類似するが，中毒の原因は今日のところまだ知られていない。

ところで本中毒は，普通食品の食中毒の原因がそうであるごとく，マツタケにおいても茸内の

無毒成分が腐敗のために変化をおこし，有毒物質を生産したことによると考えられる。したがっ

て良質マツタケと既に部分的に腐敗をおこした不良質マツタケはその成分上にかなりの変動があ
(22, 23, 24) 

ると思われる。鮮度低下の目安となる分解産物 のうち窒素成分，特に蛋白質が分解

してできる可溶性窒素，非蛋白態窒素，アミノ態窒素，揮発性塩基窒素を調べることは重要であ

ると考えられるので，はじめに良質マツタケと変敗したマツタケ，すなわち鮮度が低下した自家消

化マツタケ，不良質マツタケ，人工不良質マツタケ，中毒マツタケについてこれらの窒素成分の

変動を調べた。

ここで言う良質マツタケとは，健全奮茸で外傷や動物による喰害がなく，山地で採集と同時に

エチノレアノレコーノレで酵素作用を停止せしめたもの， 自家消化マツタケとは，良質マツタケを採集

後に一定期間放置したもので，外観は良質マツタケと差を認めないもの，不良質マツタケとは，

自生中に一部腐敗し，その結果表面がやや粘質化したくずるけた〉もの，人工不良質マツタケと

は，採集後に実験室の暗所で湿度を十分に与え，温度24～25℃に貯蔵して不良化したもの，また

中毒マツタケとは，自生中に不良化したものを著者らが食べて中毒したものを言う。

これらの試料はすべて滋賀県犬上郡多賀町大字一円の堂谷山および汁谷山より採集したもので

ある。

1. 腐敗：新鮮マツタケは水分や窒素化合物の含有量が大きく，かつ不安定な特殊成分も含有

しているので3 時日の経過とともに外観ならびに内部組成に変化を来たし，食用に供し得なくな

るものであるが，マツタケの腐敗についての詳しい報告はない。岩出（25）はマツタケのごとく
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生長の迅速なものは組織も柔軟で，生体内の酵素¢活性も活発であるた従単なる腐敗現象。劫自家消

化も迅速であることを指摘している。すなわち，茸類は特に多種の醇素を有し，これらの酵素は

生育中は寄主体に作用して子実体発育の原動力となっているが，採集された後はかえって自体の

構成分を消費する自家消化現象をあらわし変敗をもたらすこと，およびマツタケが腐敗すると窒

素成分に大きな変化を生ずるが腐敗速度には貯蔵条件特に温度の影響が大きいことを認め，微生

ー （26〕
物の繁殖適温20～40℃で腐敗は著しく早められると日っている。また木俣 は腐敗と温度に

ついて魚肉を用いて詳しく調べ，自家消化作用の至適温度の如何にかかわらず水中細菌の至適温

度附近すなわち25℃附近の温度において最も速やかに腐敗すると報告している。

また最初に存在した細菌数の如何にかかわらずある時間後には，細菌は増殖して一定の恒数に

達するもので，これに要する時間も略々一定であり，腐敗には最初に存在した細菌数はほとんど
( 26) 

影響を及ぼさないと言わj守している

2. 自家消化：採集後のマツタケは自家消化をおこしその組成分は間断なく変化している。

自家消化は魚肉などでは広く研究されているが（27)' ...，ッタケについての研究は少ない。魚肉

の自家消化速度は酸の添加により促進され，アノレカリの添加により阻害され，一般にpH=4.5附

近において最も旺盛で，可溶性窒素，ポリベプチド窒素，アミノ窒素の増加は平行してこの附近

で最大値となりう自家消化速度の旺盛なものほど腐敗も速やかで，自家消化速度の緩慢なものほ

〔Z1)
ど腐敗し難いと、己われている

酸性培地はアミンの生成に好都合であって， de car boxy laseの生成および活性は pHが 50あ

るいはそれ以ドで促進される。 decarboxylaseがpH6. O～4.5の聞で生成されるのに対して，

dea Ill iua肘は pll7.0～8 0の闘で生成される
(28〕

これらのことは．自家消化がおこりやすい培地ではdecarboxylat ionがおこりやすいことを意

味する。

3. マツタケの化学成分：キノコ類の化学成分は栄養および食品化学の立場で分析されている

ド（25〕ーが， l~ Iでも岩出 J は本邦各地の 130種類におよふ茸類の成分を詳細に分析している。との

ム (29,30) もいl〕 四 一 (32) 
ほか三浦b や横畑b の報告およひ茸類の般成分表 に掲げられたものなどが

ある。岩出は一般食用キノコの含有水分は80～90%であり．乾燥すると腐敗しなくなることを認

めている。また粗蛍白質含量は乾物中多いもので60%，少ないものでも10%以下のものは希であ

。 1 -・ -り，この粗蛋白質の約をは純蛋白質で、残りEの主成分はアアニン， アフニン， フエニノレアラニン，

グルタミン酸， トリメチルア ζ ン，コリン，プロリハ ロイシンなどであること， コリン， トリ

メチノレアミンはキノコの新鮮度や種類により一定しないが，極めて少量であること，茸中のレシ

チンが細菌で分解してコリンとなり，コりンは更K分解してトリメチノレアミンK変化し．キノコ

が相当腐敗するようになるとその量が増すこと．そしてこのような茸類を食用すると中毒するこ

となどが報告きれている（25）。

著者は7 ッタケの不良化（自家消化，腐敗）に伴う窒素成分，特に可溶性窒素，揮発性監基窒

素や乾物量，水素イオン濃度などの変化について詳しく分析してその結果からマシタケの腐敗速
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度，自家消化についての機序に対し若干の考察を行った。また不良化に伴う遊離アミノ酸の変動

とアミンの生成についても調べた。その結果良質マツタケに存在するヒスチジンおよびフェニノレ

アラニンがある時期（自家消化末期～初期腐敗）にほとんど同時に消失し，それと同時にこれら

のア Lノ酸のdecar boxy lat ionで生じたと恩われるヒスタミンおよびフェニノレエチノレアミンが現

われることを認めた。

この両アミンを，ゾロ不スミおよび仔猫に与えたところ動物性食品によるアレノレキー 様食中毒

(33〕と同様の症状を認めた。そして両アミンが相乗的または相加的に作用することをも認めた。

なおこれら両アミンが生成されるためには，各々の基質アミノ酸の decar boxy la ti onが行われ

なければならないが，中毒マツタケよりこれら両アミノ酸に対する脱炭酸能の強い細菌を分離し

同定した。

注〉初期腐敗；食品衛生の立場から腐敗現象をみる場合に，腐敗と気付かず食べるかも知れな

い初期腐敗が問題である。 これを判定するには相磁ら（34）の、言う官能試験，生菌数調査，

化学的検査などが必要であるが7 ツタケについては次の基準を用いた。

官能試験は軟化，粘主主化で判定，生菌数は 19当り 108に達したもの，また化学的検査で

は μHの低下がみられ再び上昇に向ったもの，および揮発性塩基窒素量が30≫穆%をこえたも

のを初期腐敗と判定した。

こうした方面の研究は，今日までマツタケ以外の食品，わけても魚類については広く行われて

いるが， J ッタケに関したものはその報告を知らない。
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第 H ニI!z:.与豆 良質マツタケと不良質マツタケの

遊離アミノ酸およびアミン

著者は良質マァタケおよび不良質マツタケより冷水，温水，水蒸気蒸留により抽山したん式半、｜

C Table 1, 2 ）について，ペーパー・パーチゾョン・クロマトグラフィ （以卜p・p・（！と

l略）および這気泳動を行ない，良質 ・・-1＂タケLjJに10極余の遊離アミノ酸を検出したが，氏自＂.／ッ

タケの不良化により漸次これらのアミノ酸が消失することを認めた。

特に不良質マツタケでは，試料A 3' 7，試料B-5, 8にみられるようにヒスチゾンおよ

びフェニノLアラニンがほとんど同時に消失することが顕著に認められた。また冷水抽出し減圧濃

縮した良質マックう ω抽出物では貯蔵I~ Iにヒスタミンの生成を認め，不良質マツタケの間分には
(35, 36) 

ブェニノレエチノレアミンを検出した

m試料－Aは；957{110J-l, 笠谷山に自fドーした良質マァタケおよび不良質.／＂ヲケを数決 m
より適’；・1:( 1 4: HO～50&' 0）もの）数本ずつ採集し，附おしている土砂や俸を料くガーゼで

給した援3 速やかに縦に制く裂き，次いで棋に細切して四分訟で分割したものをFig.1に示

す処理J!Kllf；により処£~1 した 3

,litfl Bは1_958'TO 1りJJ,l十谷山より試料－AO))jiょに準じて採集し，試料を二寸サーで

仲J状 l乙し， l吸 •JIiJ』過してその妓消を冷水抽出し.iO係トリクロ ノレM敢にて除lliI' I後、 2¥-

Na Oii lこて.，，，しカリ相とし、 lN-IICI 100 C仁 lI lへ；｝＇..ぷ礼ぷ千百して拘 i先物をt1H集 L. ¥W/ilと

伐／佼じ分け， J.：：々減比濃紺｛し桜前i'i物をトノレオ ノLで防腐したものである。

Table 1 . 試料 A の l正分

ι訂メーと竺J牛 冷水抽出 i且j払＋－11!u ¥ 
良質マツタケからω 処理 I No. 1 No. 5 

減！五濃縮物 処理－ II No. 2 No.6 

不良質マツタケからの 処理一 I No.3 No. 7 

減圧濃縮物 処理－ II No.4 No.8 

注） 1 .処理一 Iは濃縮物を卜ルオールで防腐し、

処理－ 11は濃縮物を自然1こ約2ヶ月貯蔵する。

2 .表中No.l～No. 8は夫々の試料番場を示す。

phu 



Table 2. 試料－ B の区分

試 キヰ 処＼＼理＼＼経＼過日数又は 残液 留 i夜
不良度

酵素停止 ~p 時 No. 1 No. 11 

自家消化
~p 日 No. 2 No. 12 

良 質
7日後

マツタケ No. 3 No. 13 

人工不良
軽度 No. 4 No. 14 

最強度 No. 5 No. 15 

軽度 No. 6 No. 16 
酵素停止

強度 No. 7 No. 17 
不良質

中 度マツタケ No. 8 No. 18 
人工不良

最強度 9 No. No. 19 

乾 ；燥 強度 No. 10 No. 20 

注） 1 .酵素の停止は採集後直ちにアルコール処理、自家消化は

採集後実験室にもちかえり自然に放置したもの、人工不

良化は暗所で温気を十分与え、室温（18～20℃）に貯蔵

、乾燥は天日にて行う。

2 .不良質マツタケ中、人工不良だけは別の試料である。

3.表中No.1～No.20は夫々の試料番号を示す。

円
U
C

A
リハU

一一
一 不良質

マツタケ I 100 g 

冷水抽出…・冷水350cclこ

↓ 24時間浸漬
減正濃縮

↓ 

温湯抽出 …80℃， 350αに
↓ 3問漬
加熱濃縮

I ｜濃縮物｜｜決結同｜

Fig. 1 I 試 料－ A の処理 Jil員序

-6  



1 .ペーパー・パーチション・クロマトグラフィー（ P-P,C）によるアミノ

酸の検出

p・P・Cは1次元， 2次元を行ない，すべて試料，試料十標準，標準を同時に展開し， p紙

上でニンヒドリン反応，ジアゾ反応， ミロン反応，イサチン反応，硫黄の定性などの特定アミノ

酸検出反応、（37）を行った。マツタケ中に存在が推定された遊離アミノ酸をTable3に示す。

Table 3. 7 ツダケ中の遊離アミノ酸

Spot 番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
n－プタノ－Jレ．酢酸． 0.11 0.25 0.27 0.27 0.27 0.34 0.40 0.42 0.45 0.50 0.58 0.65 0.73 水（ 4 I 2) 

Rf フェノ－Jレ，水 0.20 0.89 0.66 0.74 0.90 ( 7 3) 0.50 0.12 0.35 0.47 0.60 0.85 

試話宇一〈こ二酸
ンス ヒスチ アス，，ラ クeFレタ スレオ アラ フ．ロ チロ パリン

フェニ凡 ロイ
チン ン、〆。 Jー〆 ギ〆酸 セリ／ ミン酸 ニン ニン リン ンン アラニJ ンン

No. 1 ＋十 ＋＋ ＋← →＋ ＋＋ →← →＋ →← →＋ →＋ →＋ ＋＋ 
試料 No. 3 ＋十 -++- ＋＋ →＋ →＋ →＋ →＋ →← 

A No. 5 →十 ＋＋ →← →← ＋十 →＋ →← →＋ ＋＋ ＋＋ →＋ ＋十
No. 7 →＋ →＋ →十 →＋ →十 →＋ →＋ * No. 1 →＋ →＋ →＋ →＋ →＋ →十 →← →＋ →＋ ＋十 ＋＋ ＋← 
No. 2 →＋ →＋ →← →＋ →＋ ＋＋ ＋＋ →＋ →＋ ＋＋ ＋＋ 斗＋
No. 3 →← ＋＋ 十← →＋ →十 ＋十 →－ →＋ ＋← ＋ -I+ 
No. ~ ＋＋ ＋← →← →← ＋← →＋ 斗＋ ＋＋ ＋＋ →＋ 

試料 No. 5 ーι →← →ー -1-1-

B No. 6 →＋ 斗十 十十 ＋← ＋＋ →← 斗十 ＋ →＋ -++- ＋ →← 
No. 7 ＋ 十十 →十 十十 ＋＋ ＋＋ →＋ ＋ →← 
No. 8 十＋ →十 →十 →＋ ＋＋ →＋ ＋ →← 
No. 9 十 ＋十 ＋ 

No. 10 ＋ ＋ ＋ 
ジアゾ反応 燈 十萱

イサ千ン反応 青 青

ミロン反応 赤

ニンヒドリン反応 赤紫 赤紫 青紫 紫 紫 赤紫 紫 黄 紫 緑紫 紫 紫 紫

硫黄の定性 →＋ 

注） l .試料番号と処理条件については、 Table I , 2および Fig. lを参照。

2. 表中山＋十は発色の強いSpot，＋は発色の弱L、Spotを示すの

マツタケの不良化に伴い良質マッタケに認められる遊離アミノ酸が漸次消失することを知るこ

とができたが，なかでも良質マツタケに存在し，不良質 rッタケに存在しないヒスチゾンとフェ

ニルアラニンについては特有反応，すなわちヒスチシンはシアゾ反応による亦燈色の発色で，ブ

エニノレアラニンはイサチンー酢酸液処理による青色発色で確認したロ

出イサチン反応；この反応はプロリンの検出に用いられる反応であるが（37), ブエニノレア
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ラニンtこ刈ιても「iBに発色することを認めた。
Fig. 2はヒス J＇／ンおよびソェニノ Lアラニンの消失をぶしたヘ ノト・クロ－；トグラム（以
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7 No. 5 No. 3 No. 1 ハU
阿
川

試料－Aのアミノ酸とヒスチジンおよびフェニルアラニンの消失

2%) 1 水（ 4 酢酸，！民開溶媒 .nーブタノール，

ii.[¥ 紙 ：東洋憾紙 No.52 

民開時間： 22℃ 7時間

2 ' Fig. 

No. 3, N口7はヒスチジン。フェニルアラ二ンが消失。

His Histidine , Phe Pト巳ny;alar.ine

注）

2.ペーパー・パーチション・クロマトクラフィーによるヒスタミンおよびフ

ェニルエチルアミンの検出

Fig. 3 I二よJように試rt-/\.UJA＇（，：~ ;fc 11ーノクノーノL，同防，；J¥( ・1: 1：：：〕で！ぷlltlすると

K 



Rf o. 19にニンヒドリン反応赤禍色で， ゾアゾ反応陽性の物質を検出した。この物質はブエノ
(37〕

ノレ，水（ 7 : 3 ）の展闘溶媒ではltf0.67であり， 文献値 からヒスタミンであると推定し

た。また試料 Bの必.15,!16.16, !16.17，必 19を nーフタノール，酢酸，水c4 . 1 : 2〕で展
開するとれε.4に示すようにRf0.70のニンヒトリン反応陽性，イサチン反応は赤紫色の揮発性物

質を検出した。この物質はブエノ ノレ， ;.I<c 7 : 3〕の展開溶媒ではHJ0.90であり，標準試料
と共に展開した結果フェニノレエチノレアミンであると推定した。

Rf 

。。
@ 0 0 
Phe Q 0 

§ ~ 
I~ § ~ 
Hi 

標 J昆試
準合料

0.5 

No. 2 

0

0

0

 

0
0
0
0
 

0
h
 
onハむ
o
c
o
u
G
 

出

mmumwu凹

標 i昆試
準合料

No. 4 

。。
R 0 0 
Phe D 0 
0 0 。。

i 8 g 
Hi 

標 J昆試
準合料

No. 6 

O

G

O

只い

C

O
O
O
C
只

υοο

。

。h
出

mumv日

標混試
準合料

No. 8 

Fig. 3, 試料－Aのクロマトグラム (1次元）

展開溶媒： n ブタノール．酢酸，水（ 4 : 1 : 2 %) 
j慮紙 ：東洋滴紙 No.52 

展開時間： 15℃， 12時間

注） His : Histidine , Phe : Phenylalanme 

Hi : Histamine 
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Rf 

R 0 0 @ 0 0 R 0 0 。。@ 0 0 
・Ph Ph Ph Ph Ph 

o.sl I 
0 0事 希ー希 ｜ 。o春 。。

。。 希希 。。 。。
CJ 0 希同有： 00 o o I 。。

試
料
一一
戸

hu

混
合
一
一M
川

標
準

標、悦試
準合料

No. 16 

試
料
一
－

勺

i

混
合
一

1

標
準
．

N

標 J見試
準合料

No. 18 

襟品42式
準 f干料

No. 19 

Fig. 4; 試料－ Bd〕ケロマトゲラム（ 1次元）

M開出版 nーブ宇／ー／レ，酢酸，水（ 4 1 2 'fvl 
ii~ 紙 東洋iii色紙 No.52 

Ii~ 開時間1 20℃． 8時間

3 ..中性3 酷性，強塩基性ぅ弱塩基性窒素区分よりのアミノ酷およびアミンの

検出

マァタケ中の窒素化合物のうち水に可溶な成分について，イオン交換樹脂を用いて中性，酸性，

" (38) 
強塩基性，弱温基性物質に分別した 。分別方法は Fig.5～7のように行ない， Table 4 

？〔36〕
に示した試料について p.p・Cにより更にアミノ酸およびアミンを検索した 。 P・P・C

は東洋F紙必52を用い， 12℃， 15時間展開して行ない， Table5 K示すアミノ酸およびアミンの

存在と消長を認めた。

一一 I0 -
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は
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f
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f＼

画

糖区分
画分 I ¥!.' 

r I I Rf叫（H)
塩基性窒素区分｜ ｜ 

酸区分

0.3N NaOH 溶出

画分 2

中性および酸性窒素区分

Fig. 5, イオン交換樹脂による窒素成分の分別法

画分 1

I Aえ｜（州

0.3N-CH3COOH i容出 lAム｜ 川）
画分1の1

画分1の2

弱塩基性窒素区分 類ン
一一一計
素
一
（
留

窒

一

蒸

性

↓

気

中

基

一

烹

臨

一

水

i 
残波

J 
留分

画分lの1a 画分lの1b 

Fig. 6, 強塩基および弱塩基性窒素成分の分別法

-11ー



事

i慮 i夜－τ－ 
I IR c 50 I (H) 

0.3N-CH3COOH法山． ↓ 
~I ~ 1廿山！ A-6 I (OH) 
↓↓  

画分2の2 画分2のl

酸性窒素区分 ｜ ｜ 中性窒素区分 ｜ 

2

縮

分
↓
濃
－
L

れ口

画

減

内
《
υ

殿
一
の

守

中

一

2

小
心
一
分

i
－画

Fig. 7, 中性および酸性窒素成分の分別法

Table 4 , イオン交換樹脂に上る分日lj試料＜｝）種類

‘》 cl 5 
試料番号

白 f, 

お主び条I'+ L質4酵素
｛布ヒく

[11] Jl1] 

fイ4ヒ、
世i~

<!1' 
ゾIll ’r 

会：素 lz（分 ノ lく
うr γWJ  WJ ヤ止 う 'r ~ 

） 

イオン交J奥による分1~W1!fi 自分l<}) 0 l a :!aija!4a 5 a 

強塩基性主主素 11uiうjl<J) la 試 l b '.! b I J b 4 b 5 b cw発性fll分）
J1i] 

幽分1(I〕1b 料 l c '.! c 3じ 4 c 5じ
（不十w：発分）
弱塩基性窒素 凶ljjj 1 <}) '.! <}) l d '.! d ヨd 4 d 5 cl 

中性会：素 凶lうj'.! <}) l 種 1 e '.! e 3 e 4 e 5 e 

酸性窒素 凶｜うよ2(/) 2 
類
1 f 3 f 4 f 5 f 

一一一中性・酸性沈殿部室素 凶リー分2の3 1 g 2 g 3 g 4 g 5 g 

注） 1 .試料は1959il'・l0片23i.l 晴天 朝8時に堂谷山より探集したものをIllし、た。

2. 試料の良質7 ツタケとは採集と同時に99%ア／レコーノレにて酵素(j•J刊を停止した

もの、自家消化マツタケとは19～20℃の暗室に7日開放置したもの、人工不良

7 ッヲケとは25℃、温度80%の↑亘I晶、恒illを保ち不良化したもので短期は8日

間、中期は14日間、長期は63日間処理したものである。

3.抽出は30℃の温水で行ない、 10%トリクロー／レ酢酸で除蛋白し、減J上濃縮して

調製試料とした。
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Table 5 • 7 ツタケの腐敗とアミノ酸およびアミンの消長

- 5.JIJ 酸種 ア 、、、 ／ 

｝ n プタノ ル，
酢酸，水 0.25 0.28 0.34 0.40 0.42 0.56 0.65 0.73 

Rf 
( 4 1 2) 

フェノ－1レ，水
(7 3 0.50 0.35 0.47 0.60 0.66 0.90 0.85 

戸問三盟一主筆一盈一二推二定二物三質
ヒスチ セリン スレオ アラ

フ．ロ チロ フェエル ロイ
L〆d ，、, ＝ニ：ノ ーノ リン ンン アラニン γン

1 a →＋ 斗十 ＋＋ ＋← →＋ →＋ →＋ →＋ 

画分lのO 2 a ＋十 ＋← ＋＋ ＋十 →＋ ＋＋ -++- →＋ 
3 a ＋← →＋ →← ＋＋ →＋ 

分離jjlj 4 a ＋← ＋十 ＋十 →＋ 

5 a →＋ ＋十 ＋十 斗十

1 b 
画分lU〕la 2 b 
強塩基性 3 b 
1幸’素

4 b 
（拘＇・:IEWI分）

5 b 

1 c 

i1llj分1UJ1b ‘〉 c 

1,;J 3 c 

（イ、担HC:分） 4 c 
5 c i 

d ＋＋ 

1111j ) J I c' > 2 , 2 d ＋十！

¥]¥).t!，υ.H'I d' +I  

主式4 4 d 
d 
e ＋十｜ →＋ ＋＋ ＋＋ →＋ 

111ijう｝2 Ul 1 
巴〉 e 斗十 斗＋ ＋← →＋ →＋ 

i 3 e 斗十 ＋← ＋← →＋ 

＂＇作家素 4 e ＋＋ →← * →＋ 

5 e 1斗十 ＋＋ ＋十 ＋← 

i 1 f 
11l1jう）＇2山 2 ‘〉

I 3 
円安性京：紫 i 4 f 

I 5 f 

i 1 日 →十 →← ＋＋ 

1i1u 1J-2 </) 3 官〉 自 →← →十 →十

中性・閉まf生 3 自 →← →← 

沈殿rm窒素 4 日 →← ＋＋ 

5 g I ＋← ＋← 

ジアゾ反応 踏 十ま

イサチン反応、 青 青

ミロン反応 赤
ーンヒドリン反比、 赤紫 紫 赤紫 紫 黄 縁紫 紫 紫
硫黄の定性

注） 1 .試料の処理、分別方法および種類はFig・5～7および Table4参照．

2.表中の廿は発色の強いSpot、＋は発色の~S1 、 Spot、ーは消失を市す。

13 --

ア 、、 ン

0.11 0.58 0.26 0.32 0.19 0.72 

0.13 。ー74 0.12 0.20 0.68 0.91 

シス 7スパラ グFレタ ヒスタ フェニ凡
チン パリン ギン酸 ミ〆巨費 三ン エ千＂

7 ＇ン

→十 ＋← ＋＋ 斗＋

→＋ ＋＋ →＋ ＋＋ 
検一 検一

＋十 ＋十 ＋＋ 斗十
ill-←aJ-

＋十 ＋ ＋＋ 
司~－「イ4

＋ ＋← 
有色 「能ー

＋十

斗十

4十

＋十

→＋ 

「ー

＋＋ ＋＋ 

＋＋ ＋＋ 
十一ーー

→＋ ＋ト

→＋ 
十一一一

斗＋

→＋ →← 

→←，＋← 

→← 斗十

土 ＋十

＋ ＋← 

→← 

→← 

→← 

桜赤

赤紫

赤紫 紫 赤紫 紫 赤側 青

→← 



特に強塩基性窒素区分からはフェニノレエチノレアミンを， また強塩基性不揮発性窒素区分からは

ヒスタミンを検出したが， これらのアミンは良質マツタケには認められないので，これらはマツ

タケの不良化（腐敗）に伴い生成したものと考える。

弱塩基性窒素区分ではヒスチジンが検出されたが， これはマツタケの不良化（腐敗）が進むに

伴い消失することを知った。また中性窒素区分では良質 7 ッタケに認められたフェニノレアラニン

が不良化（腐敗〉により消失することを知った。なお本法ではスレオニンは分別不可能であり，

中性窒素区分に認められなかった。また酸性窒素区分からはク‘ノレタミン酸， アスパラギン酸の存

在を認めた。

4. i戸紙電気泳動法によるアミノ酸およびアミンの検出

p. p. cを行なったそれぞれの試料について， F紙電気泳動法によりア iノ酸およびアミ／

の確認を行なった。すなわち電解i液として SN 酢酸（ pH 1. 7 ）を使用し， P紙は東洋ド紙il'o.

2 ( 10cm x 15= ）を用い， 580 ¥'/LIQ l71l.- 5. 8 II此／15l71lで 2時間泳動を行なった（39).その結

果I'・l》 ・C法により存在を推定したそれぞれのアミノ酸およびアミンを確認した（36）。すな

わち標準試薬の泳動距離と試料の泳動距離を比較し，泳動距離当5l71lにヒスチジン， 7. 7 cm~乙ソ

ェニノしアラニ λ 8. 8 cmにヒスタミン， 4. 8 cmにブエニノLエチノレアミノが存花することを確認し

た。

5.アミンの分離と確認

良質....， ／タケの不良化に伴い，ある時期すなわち自家消化が十分行なわれて初期腐敗に移る時

期lにおいて，良質....，.／ヲヤに存在している10余種のア iノ酸のうち， ヒスチジンおよびソェニル

7 弓二／が同時に

消失し，ヒスタ二

／および 7ェニノレ

エヰノLアミンが生

成することをP・

p . cおよび戸紙
電気休動法tこより

惟定したが、更に

留tllifk
ヱ一子ル抽出（数凶）

残 if~ n アミルアルコール抽出

本凶

( ~山rn 1 l 

エーチル同

（向分 2)

フェニルエチルアミ／［メ分

水＂＇ ア二ルアルコール1≫1

これ内のアミンの

., ｜レス／ , . 

力旬、リ〆，

イノ f 三’i..-1::.._, 

I< ;i 

i
 

L
M
 

ー
と
ル
性
一

L

リ
コ
一

カ
ル
一

後
ル
ア
一

和
ア
ル
一

中

U
J

一

で

αァ一

1

2

；
 

c
a
－－ 

H
N
n

一

（幽分4)

ヒス夕、〆iえうI

占
水 l国 アミルアルコール凶

存在を確認するた

め， Fig. 8に示

す方法により各僅

血基性アミノl援L<:11 （幽う） 3) 

チラミ JL,('.>J 

Fig. B, T ミ〆山系統的分離法
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(40) 
アミンを系統的に分離して ，再びp.p. c法により再確認したほか，アミンの誘導体を製

して更に確認、した
(41) 

1. 試料： 1960年 10月 堂谷山に自生した良質マツタケ約10k9を採集してこれを人工不良化し

た。前記のアミノ酸が消失する時期，すなわち初期腐敗マツタケ（人工不良化8日）および強度腐

敗マツタケ〔人工不良化63日）をアノレコーノレに浸漬〔濃度は，試料 100F当り99%アルコ ノレ 200

cc.）して酵素作用を停止後， ミキサーにかけ十分に温水（ 30℃）抽出を行ない， P液を除蛍白（ 10 
(42) 

係卜リクローノレ酢酸を試料 1005当り60C仁）して試料とした

2. 分離したアミン区分のP・P・C：初期腐敗才 γ タケ，強度腐敗 7 ッタケともに Fig. 8 

の，画分1にはニンヒドリン呈色物質を認めなかったが，初期腐敗マツタケの画分2にはフェニノレ

エチノレアミン，画分4にはヒスタミンの存在を，また強度腐敗マツタケの画分3にはチラ；ンを認

めた。これらのアミンのRf値および歪色反応、をTable6に示す。初期腐敗マツタケにはチラ乙ンを

認め得ず， また強度腐敗マツタケにはヒスタミン， フエニノレエチノレア iンを認めることは出来なか

っfこ。

Table 6, アミン各区分の Rfと特定反応

~坦竺
n-?•1 ル フェ／ール

ニンヒド ジアゾ同午酸， 水
水飽和

イサチン
14 I 5 I 

Rf ｛直 リン反応 bi. 1.t 反 応、

幽分 ‘〉 0.72 0.91 ＋青 ＋赤紫
」ー

尚分 3 0.62 0.85 ＋！天赤 ＋燈赤

画J 分 4 0.19 0.68 ＋赤禍 ＋怪赤

注） I .試料（幽分）の）投開は12℃、 15時間、東洋i！草紙No.52を用いそれぞれの幽分に存在
が推定される標準アミンを混ぜもの、および標準アミンと｜司時に行う。

2，試訟の凶分は Fig. 8参照。

3.誘導体による検索

確 雪,Jし.，、

アミン

フェ－1レエ
チルアミン

チラミン

ヒスタミン

イ． p・p・c法による方法 p. p. cにより Fig.8 0），画分2からフェニノLエチノLア；ン，

幽分 3からチラミン，画分4からヒスタミンをそれぞれ検出したので，更に誘導体を作りこれらの

アミンの｛確認をした。すなわち画分2については βーナブト ルのベンツオイノレ誘導体の製法に準

じ（43)
エニ／レエチノ（， 7 ~ンのへンツオイノレ誘導体の生成を試みたが，極く微量であったので

捕捉は困難であった。画分3, 4についてはピクラートの生成を試みた。すなわちピクリン酸のエ

タノール溶液で中和濃縮後冷却し，黄色結晶を得た。これを更にメタノーノレで再結晶し画分3よ

りは黄色板状結晶 35.0仰を，また画分 4よりは黄色棒状結晶 76.4m'lを得た。

これらの誘導体についてはp.p. cを行なった。 p.p. cの展開には市販の純チラ、ハお

よびヒスタミンのピクラートを標準として，試料より得たピクラ←卜と同時に展開したのその粘県

はFig.9のように標準と試料のRf値は， 2展開溶媒とも完全に一致をみた。
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Pie 
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フェノール，

水

( 7 : 3) 
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Rf 

黄 黄黄

0 0 0 
Pie 

＠ο。
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、
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標混試
準合料

＠οo 
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Q 0 0 
Pie 
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フェノール，
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22.12% 

cu 

Fig. 9, チラミンおよびヒスタミンのピクラートのクロマ卜グラム

H 

2.64% 

c 
35.85% 

0.5 

レ
一
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ノ
酸
タ

水

1

ブ
酢一
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n

（
 

注） 1 . TY,Pic. : Tyramine Picrate Hi,Pic : Histamine Picrate 

Pie Picric acid 
2. 展開は12°C、15時間、東洋j慮紙No.52による。

3.試料の画分は Fig. 8参照。

ロ． ヒスタミンの確認：ヒスタミンのピクラートは再結晶を繰返して得た結品について，元

素分析を行ない次の結果を得た。

a. 融点：標準 227～ 229℃

試料 227～ 230℃

混合 227～ 230℃

b. 元素分析値：

理論値



標準

試料

2.81係

2.82% 

36, 18% 

36.35ヲ6

20. 58 'JV 

20.63ヲ6

お窒素の分析はM.croDumas法による。

分析は 1961年 8月 京都大学元素分析センターに依頼して行なった。

ハ チラミンの確認：チラ；ンのピクラ トはよ式料少量で十分な再結晶は出来なかったが，

元素分析を行ない次の結果を得た。

a. 融点：標準 198～ 200 ・c 

試料 1%～200℃ 

混合 195～200℃ 

b. 元素分析値：

H c N 

上~！諭 ff!( 3. 83% 45. 90 % 15. 30% 

t,•; nt :J. 98 % 115. 58 % 15. 27 % 

ぷ料 :i. 68% 32. 07 % 18. 93% 

｛＼フ分析はfべてヒ入タ；ンヒクラ 卜の分析に準じた。

6. 小括

氏自 J ノ；； 7に{i’｛Iしていたにスチンンやソェニノしγフニンは不良質ソッタウーには組められず‘

ィ、H.＇凶..' I タうからはじスタミンやノェニルエFノレア iンを検出した。 ヒスチジンやソェニノLγ

サ ;c_ ／ υ＞ ii~ 失は J y タケ U)IJ ':i" ill化ω段階~では認められないが，不良化が進み腐敗しはじめるこ

ろL初期悩l&C:；；う）すなわちTable4の試料 3（良質.， 7 タケを採集後8日間， 25℃，湿度80

%に似ち人 1.不良化したもの）より消朱をf認めた またヒスタミンやソェニノレエチノレアミンは臼

家消化l交附ではfr.ti，を認めなかったが，両ア： j 酸の ii~ 失が認められる腐敗の初期よりそのより支

をみた。また強皮肉敗 J y タケ（人工不良化63II IBJ ）にチラミンが存証することをアミン煩ω系

統的分離と J'・I＇・じにより推定したほか， ヒスタ；ン，チラ 4ンについては l'ier川いを生成し

これを Ji:.oR；分析したキii~~ よりそのfr ｛！ーを旬j倣にした。
l 4 4 ) 

安詠； ' ノによれば， アミンの消失は一般に pH5.5～ 8.0 の広い搭域にわたって行なわれ，

アミノのうち長初にヒ入タミノ，つぎにブトレλ シン，ヵダヘリンなどのヂアミン，最後にチラ

ミン，イソアミノしア iンのようなモノアミンの順に消失するとの報告もあるが，マツタケについ

ても一旦生成されたヒスタとンやフェニルエチノレアミンは腐敗が更に進むと分解し消失すること

を知った。
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タケの腐敗と窒素成分のマッ

変動

立早E
 

弟

良質マツタケと不良質マツタケの窒素成分の比較1. 

マツタケの不良化による乾物量および窒素成分の変Fig. 10のように調製した試料について，

側~－－一一一一
二E三

F了 J液 J

τ一
E函引十

自平
*" ii童液

良質マツタケと不良質マツ宇ケの処理方法Fig. 10, 

注）

＠ 恒温加熱乾燥（105℃）する。
⑤採集後実験室に運び、直ちに処理する。。人工不良質マツタケを作るため、湿度90～95%、室温18～20℃の暗室に放置する。
＠ 乾燥マツタケを作るため、天日で十分に乾燥する．
＠ ミキサーで粥状にする。
＠ 吸引ill'過する．
① i lO~o トリクロール酢酸で除蛋白する。

＠ 乳鉢ですり、圧搾機で圧搾する。
① エンヒドリン反応が陰性になるまで冷水にて洗練する．
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イじを調べたところ C45), Table 7 の結果を得た。

Table 7, 採集の条件および乾物量・窒素量の測定値

料 良質マッヲケ % 
人工不良質マツタケ

自然不良質マッヲケ
試 短 長

採集 1958 10.16 10 .. 22 10.24 10.24 10.24 10.15 10.22 10.26 

採集および 採前夜雨夕．方朝雨方秤朝採．ツ夕ボ 前夜雨．朝採，夕方梓， 朝前夜雨． 前夜雨． 晴天朝採， 雨朝採， 前夜雨，

試料の条件 ツポミ宮． 秤中ミ含，中開少 ツボミ．中開少し含む 1 1採月．12日梓 朝採月， 朝夕採方，梓
開少しむ しむ 11 27日秤 夕方梓 夕方梓

乾物量1画分 l 10.02 10.01 10.38 6.50 4.91 9.46 8.47 8.52 

（%）［函分 2 5.19 5.65 

放置日数 即日 3日後 10日後 20日後 35日後 天日乾燥（長） 即日

生可溶性窒素画分3(mg%) 179 223 176 179 56 63 104 

蛋白態窒素 (mg%) 46 40 o.o 52 

注） 1. 蛋白態窒素は画分3（または3’）ー画分4（または4’）として求める。

2. 画分4は表中に省略する。
3.表中の%は秤量時のマツタケの生量に対する%である．

1. 乾物量：良質マツタケの乾物量は約10%で，90僻水分および微量の揮発成分である。山地

で自然不良化（腐敗）したマツタケは約9仇人工的に十分不良化（腐敗〉した不良質7 ッタケ

では約5%の乾物量を不すことから，揮発性成分が不良化（腐敗〉により著しく増大することが

想像される。すなわち乾物量に対する水分＋揮発性成分量の関係はその含有比が良質マツタケ

c 1 : 9 ），自然不良質マツタケ（ 1:10），人工不良質マツタケc1 : 1 9〕のJI貝に高くな
っていること，また良質マツタケの乾物量が自然不良質マツタケよりも約 0.5～l. 5弘人工不

良質マッタケよりも約 3.5～ 5.1 %大であることは明らかに良質マツタケが不良化するにつれて

揮発性物質を生産することを示す。勿論不良化に伴い低分子化合物が生成することは容易に想像

されるところであるが（46,47〕，不良質マツタケおよび自然不良質7 ツタケの冷水抽出残澄の

乾物量が，良質 J ツタケの約50%にしかあたらないことも不良化に伴う揮発性物質の生成を示す

ものである。

2. 冷水可溶物質.－＜ ッタケ中の冷水による可溶物量の生体重に対する比率は，良質マツタケ

では約 4.8%，自然不良質マツタケでは約 2.8%で，良質マツタケの冷水可溶物量は，自然不良

質マツタケの約 l.7倍であった。

3. 窒素量：マツタケ中の可溶性全窒素量についてみると，良質マツタケと不良質マツタケの

聞に著しい差を認めた。すなわち良質マツタケの採集直後および10日後の窒素量はほぼ同等であ

るのに対し，自然不良質7 ッタケの採集直後の可溶性窒素量は前者の約60係である。また良質マ

ツタケは採集後3目白には採集当日よりも 2割強多量の可溶性窒素を含み，この時期に特に可溶

性窒素量の増加があることを知る。

可溶性蛋白J態窒素含量は，良質マツタケに比較して自然不良質マツタケが多く，人工不良質マ

ツタケでは減少していることを知る。

これらのことからマッタウの不良化（腐敗〉がおこると，含窒素化合物の低分子化がおこり，

-19 



すでに窒素成分の一部は体外に揮発していることも明らかであるn

4. 天日乾燥マツタケについて：自然不良質 J ッタケの天 1:1乾燥処理したものの可溶性全窒奈

は，乾燥しないものの約60係であり， 可溶性室長白質は測定されなかった。

5. マツタケ汁液中の窒素について；良質マツタケを採集後放置するとき，汁液中の全窒素は

-El_増加するが，その後の不良化（腐敗）につれて減少することを認めた。その減少量はがJ十で

ある。また汁液中の蛍白態窒素は不良化（腐敗〕に伴い一旦は増大し，再び減少する。

これらのことからマツタケが腐敗する時，その前提として自家消化（48,4!J,50）がお乙ってい

ると考えらjもる。

2.良質マツタケの不良化（腐敗）に伴う窒素成分の変動

良質マ y タケを，一定条件のもとで不良化（腐敗〉したとき， どのように窒主成分が変化する

か，特に倖発性塩法窒素およびこれに伴う乾物量や μHなどの変化について謝べ， ・< y タうυ〕1・1
(51) 

家消化や腐敗の現象を明らかにした

試料は 1959年 10片山H晴天，朝8時に堂谷山より採集したFig.11 にぶすH.111・.・ソタ勺をJIJ

い，以下のような処理条件および分析fJ訟によりT祉ile8およびFig.12にノj、宇ように処Jljlした。

1. 処理条件：土やコ ζを刷毛で軽く落し，子早く Fig.13にぶしたように縦に裂き， fキ，[i¥r'f

を均質に配分する。

(A) ......アノレコ ノしに浸潰し酔素作用を停止する。濃度は試料！OU'I、行 I) 9 9 'fo ;・ 1c :1 '" 

zoo cc.とする。

(B）…… 19～20℃の暗室に 7l::l間放置し，自家消化せしめた後， 〔1＼） とl11j般に処Jljl・fる。

(C) ・ ・・・・ ・ 25℃， !W 80係のい宝で、不良化の条件を＇ Jえて一定Ji.JJl:¥Jit]'I誠L, 人 I. イ~1:.i:'l'J .' 

タうを作り後， (A）と同機に処理する。

Clり・・・・・・手L鉢ですり，カーゼに包んで汁液をしぼりだす内

〔E）……アルコール添加試料のままミキサーにかける。

（ド） ー.. i主心分総（約 4,000r. p.m. 15分〉。

（（；） ・・一 •. iJ&dlh位。

(il) ..…・減1f濃縮。

( ！）…一試料を30℃の温水 200cc., 200 cc., 100 cc.を月jし、て 3凶，各20分列抽出し， UE依υ〕

分離はけつのようにして行ない，長後の沈殿物は3削洗糠する。

Cl) …・ 10'ft>卜リクロ ノレ酎酸を， もはや沈殿物を生じなくなるまで加えて， （試料 100v 
(52) 

胃り60CC.添加）除蛍白する

〔K〕……燐世ングステン駿を加えて， （剥製試料 100ccせり撲出酸18CC.および燐タングλテ

J般15:7を20%お放としてfJllえ，水て、 200C仁に希釈した後， 18時間放置して結品性

約状化般をfIり，沈殿はO℃にした I%担般を合む 2.5%燐タングステン酸溶液

ハU2
 



(53) 
100～150 CC;で洗樵〉塩基または塩基性アミノ酸を沈殿する

(L）…… 45℃減圧乾燥して秤量。

2. 分析方法

（イ）……全窒素：キノレダーノレ法による。

（ロ〉……アミノ態窒素：パンスライク法による。

（ノゼ）……蛋白態窒素：全窒素より（J）処理後のP液中の窒素を差引き窒素量を求め，これに
く54)

6.25を乗じて算出する

（ニ）……乾物量： CL〕による。

体〉……水分：全量より乾物量を差引いたものを水分とする。

（へ〉…… pH : E • Merck, pH試験紙による。

（ト〕……揮発性塩基窒素： Fig.14K示す装置により腐敗中に発生する塩基性窒素を斗ちo
-H2 S04 K吸収せしめた後， N/50-Na OHで滴定する。腐敗を促すため水分を

含めた空気を送るn

（チ〕……水溶液中の揮発性塩基窒素：水蒸気蒸留して得た留分について行なう。

Fig. 11, 試料（良質マツタケ）

Table 6, 試料の処理および分析方法（ l) 

試 料

No 主 な 目 的
処 理 条 件 分析方法

1 
良質マツタケに遊離アミノ酸

(A), (E）処理 （イ）．（ニ）
の存否

2 
自家消化マツタケについて、 (B）処理7日，後（A),

（ニ）
貯蔵中の蛋自分解酵素の作用 (E）処理

3 
人工不良質マツタケと良質 (C）処理B~ ，後（ A),

（ニ）
マツタケと比較 (E）処理

4 fri] 上
(C）処理14日，後（A),

（ヱ）
(E）処理

5 
腐敗時的障発性塩基窒素の (C）処理63日，後（A),

（ニ），（卜）
測定 (E）処理

6 ｜司 上
(C）処理95日，後（A),

（卜）
(E）処理

7 腐敗時のpH変化 (C), (D）処理 （へ）

B 温水による抽出条例の設定 (A), (E）処理

註） (E）処理の終った試料は、表に示した分析のほか＂＇こ IFig:.12の処理

および分併を行なう．
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ゲロ
ニL

生マツタケ各100g 

試料No.l～5(E処理）
＋ 
F 

＋ 申
沈殿 ii主層tc 
;1，面
G 

試料No.6(E処理）

↓ 
F 

Fig. 12, 試料の処理および分析力 ｛去（ II ) 

Fig. 13, 試料 Ul裂き方

ガラス綿

気一一＋

安全びん

Fig. 14, 腐敗中に発生する揮発性塩基窒素の測定装置
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3. 窒素成分の抽出条件〔I〕について：実験に先だち試料必8について30℃温水による抽出条

件を検討したとこ （%） 

ろFig.15のよう
（ 

50 

な結果を得た。刊 抽

＼ 
注） I アルコーノレ層の水溶液中の窒素（43.06%)出 40
II 第1回 200cc抽出液中の窒素 (31.80%) の抽出段階で 7.出 百
E 第2回 200cc ,, 02.34%) 

分
N 第3回 IOOcc ( 3.88%) 

係の抽出量をみる ぎ30

＼ 
v 沈殿洗綜3回 ( 0.99%) 
VI ニンヒドリン反応陰性まで

が，残透中の窒素 長時間抽出 ( 7.93%) 

をニンヒドリン反

応、陰性まで完全に

抽出するには長時

＼ ＼／  聞を要し変質のお

それがあるので，
II 皿 N v VI 

Vの段階で抽出を （抽出段階）

止めた。 Figi, 15, 30℃温水による窒素成分の抽出条件

4. 良質マツタケ菅〈生〉の主成分：試料必 1を用いて主成分を測定し， Table 9のような分

析値を得た。良質

マツタケ宮’（生）

の総窒素量は，

Table 9 , 良質マツタケ昔（生）の主成分測定値（%）

（総窒素量）粗蛋白

( 0. 343 ) 2 .14 

水分

90.22 0.343%で，これは

全乾物量の 3.51% 

であり粗蛋白量は

注） 1.単位は生量に対する%を示す。 (54) 

2.粗蛋白量は試料中の窒素の総量に6.25を乗じて求める。

21.！：！%であることを知る。

その他

7.64 

5. 腐敗時におりる乾物量の変化：〔Oの方法により腐敗せしめた試料の乾物量はTable10の

ようであり，マツタケが腐敗するに伴い乾物量は減少するが， CC）処理による腐敗が8日では

15.3%, 14白で Table 10, マツタケの乾物量測定値

は17.u %, 63日

では 37.0%の減少

を認めた。マツタ

ケの腐敗と乾物量

の変化をFig.16 

K示す。

試料番号

放置日数

乾物量（%）

長10.00
物
量 9.00
） 

(g) 

r~ 7 .00 6.00 
5.00 

1 

0 

9.78 

3 

8 

8.28 

10 20 30 40 50 60 70 

一一一一一一一→（放置日数）

Fig. 16, マツタケの腐敗と乾物量（生マツタケ（醤）JOOg当日）の変化
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6. 自家消化および腐敗時のpH変化：腐敗は自然界に広く存在する微生物の営む生活作用の

結果によるものであるが，新鮮なキノコ類では，広い意味から腐敗の前段階と考えられるものに

自家消化（49〕がある。すなわち採集後も生活機能を有し，時日の経過とともに組織中に存する

諸種の酵素の作用をうけ，自ら自体の組織を分解するもので，腐敗7 ッタケと異仏外見上は健

全で良質7 ッタケと変らない。これらの自家消化を含み，腐敗時の pH変化をマツタケの搾汁被（

について調べFig.17のような結果を得た。また水浸出液の pHはTable11のようであった。

良質マツタケの搾汁液は弱酸性で，自家消化および初期腐敗時には，更に酸性に傾き，腐敗が

ある程度進行する

と急に弱アノレカリ
10 

性に変化する。水
9 

浸出液についても

同じ傾向をみた。 8 

なお自家消化の進

行していると思わ

れる健全な中開7

ヅタケの（A）処理

したものの pHは

5. 8であり，菅マ 。 5 10 15 20 

ッタケより酸性に
（放置日数）

和良いていることを

認めた。
Fig. 17，マツタケの腐敗と pHの変化

Table 11, 7 ッヲケ水浸出 I伐の pH

試 料 番外 1 ‘〉 3 4 5 6 

試料の条件 A中処開理！ A 普処玉県 C処者 士＇＿4! D 普処if.4! D 醤処 f.4! E官処理 E嘗処理！

放置日 数 即日 民｜］日 7 日 8 日 14 日 63 日 95 日

pH 5.8 6.1 5.7 7.3 7.0 6.8 7.2 

注） I.試料を（ I）処理により抽出した水浸出液lUOOccについて測定した。

2. 放置日数は採集後測定までの日数を示す。

7. 腐敗と揮発性塩基窒素の生成：腐敗の程度を判定するため（55,56〕，揮発性塩基窒素を，

Fig. 14 l1L示す装置により cc〕処理した試料について（卜〉の方法で測定した。 Fiε.18に〔C）処

理室をぷす。
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Fig. 18，マツタケ人工不良化室

一般に腐敗を速めるものに細菌数や温度が考えら丸るが，前述のように前者は最初jに存在した

制蘭数には関係、がないと言われているので（26〕，最初の細筒数の多少については考隠しなか 3

た。また後者については，細菌の明殖や解素の作用に関係が深く，ある和問内では！/it..J支が邑1し、位

紺｜雨明嫡，昨素fr'I日は『l：硲で，魚肉では腐敗-t.適品度は25℃付近であるとE，われている。 マノタ

ケの腐敗適ii鼠はドl家消化の"t適鼠度とは無関係で，細菌の明嫡適i品に一政するものと Y--；えられて

いるので，本実験におけるマツタケの腐敗は自然温c19℃付近）より高い25℃で行勺た。 主たこ
の杭度はむれて中毒マッタケができるときの温度に近い。

良質 J ッ担ケ帝 100Fを95tl問腐敗させたときに発生した総御免性指広告宮本は 157.5mg ・r:，良

質 J y タケ CC）処

珂！前の全窒素の

45.日%にちる、

Fig. 19は腐敗95

日における窒素成

分を不したもので

ある。また放置日

数と発生した輝発 可溶性窒素

性庖基窒素（腐敗

生産物〕の量の関

係はFig.20のよ

うであり，略々S

字形曲線になるこ

とを認めた これ

は有機物が細菌に

廃棄率 9.4mg%
(0.01 %) 

発生した揮発性塩基窒素

良質マツタケ’m（生）の
全窒素量土342.9mg%

(100%) 

Fig. 19, 強度に腐敗させた場合のマッヲケの窒素成分の変動
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よって分解されるときに示す曲線

(57）に似ている

さて，腐敗するということは，

一般に窒素を含む省機化合物（主

として蛍自質）が微生物（腐敗掛

により低級かつ簡単な物質へと分

(58) 
解される笈質現象であり

これにあづかる腐敗菌は特定なも

のでなく，特に蛍自分解能力の強

(59) 
いものである 。腐敗現象は

①pHの測定， ②禅発性塩基窒素

の測定，＠f!車発性酸の測定，④過

マンカ「ン酸消費量，⑤ヨート消費

量， (Q)インドーノレ測定，⑦塩化第

2 ；｝：.銀またはホルマリンによる沈

殿反応、，③力担ラーゼ活性の測定

－などの化学的裏づけ方法があ

るが，最も首遍的万法は④と②で

あると言われている
(60) 

（揮発性塩基窒素）

（昭%）
150 

140 

130 

120 

日∞ωω11 

20 

10 

c 

×印試料5

・印試料6

8 16 24 32 40 48 56 64 72 80 88 96 ( B) 

〉（放置日数）

Fig. 20, 放置日数と発生した揮発性塩基窒素（腐敗生産物）の関係

ここでは，腐敗程度を匁lるため禅発性塩基窒素を測定し， これを腐敗生産物として，この量よ

り腐敗速度を考察した。すなわち，マァタケが細菌により腐敗し分解するときの揮発性塩基窒素

L胸敗生産物）の総量をA，腐敗速度恒数をι 腐敗が半量完結するまでの時間（揮発性塩基窒

素の半量が発生するまでの時間）を ti，時間 tにおける揮発性塩基窒素の量をY……とすれば，

これらω聞には l分f自己触媒反応の速度を示す式より導いた，次の関係が成立する。

lり広（τιγ）＝ K(t一り

AはyU）極限υ〕｛直であるから分解生産物の量を時聞を追って測定し実験的に求めることができ

る。 K :ts よひ（ I の値は lug~ と t との聞の関係を表わした図，すなわち Fig. 21より求め
凡－ y 

ることができる. A, K, t lの三定数はT試:>le12に示した値をとる。 Fig.21にみられるよう

に，マ， 'Jケの腐敗は比較的速い時期（b）に達して急速におこるが， Kの値が比較的小さいこと

は，後t乙緩漫な分解が持続し，ヰム後J状態に達するのがおそいためと思われる。一般に食品を貯蔵

するには長の値をできるだけ小さく，（ Iの値を大きくするとよいと言われているが（61〕，マツ

タケではCに達したもωはもはや食Jljに供し得ないので，マァタケ中毒症の発現も（b）前後の時期

にあると考えられる。

佳）(h）は，分解が急逮にはじまる時点で，初期腐敗の時期である。またcc〕は，もはや分解
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はほとんど進行しないで平衡状態になる時点で強度の腐敗を示す時期である。

l
 

h

〈
h
 

a
o

－
 
一1

－2

A
T
I
l
l
1
1
1
l
l！
 

一一一一一ーーー試料 6 
A 150珂

3 

8 16 24 32 40 48 56 64 72 80 88 96 （日）

一一一一一一一＋（放置日数 t) 

Fig. 21, 放置日数（ t）と発生した揮発性塩基窒素（腐敗生産物）

y 
( £09 －一一）の関係
A y 

註） A・ f箪発性塩基窒紫（廊敗生産物）の輯量
t 放置日韓（25℃， RHBO%の恒室に放置）
y. t時間に生じた俸発性極基童棄の量

Table 12, マツタケの腐敗と三定数の関係

試料

A 150岬

31日

0.0229 

,, 
K 

注l ,,. 腐敗が時分完結した日数

したがって， Kの値が小さくても（b〕

に達するまでの聞は短く，特に中毒症を

おこし得るマッタケの腐敗の時期は非常

に早いものと考えねばならない。

8. 自家消化および腐敗に伴う各可溶

性窒素の変化：試料は処理方法の項で述

べたとおり系統的に分離し，①可溶性全

窒素，②可溶性アミノ態窒素，③除蛋白

液中の窒素，④可溶性蛋白態窒素（①

＠），⑤除蛋白液中のアミノ態窒素，⑥リンタングステン酸沈殿中の窒素，①塩基および塩基性

アミノ酸（塩基性窒素と言う）（③ー⑥〕の量…ーをそれぞれ測定し， Table 13の結果を得た。

Table 13, 自家消化お上び腐敗時における各種窒素量の測定lih(mg'J0) 

『室旬素、lメ＼分～＼～土切下料々

試料の種類 粂（’1: ) 

No. 1 No. ι】〉 No. 3 No. 4 No. 5 
十一 ー一一ーーーー－

即 時 7 ~目 8日目 14日目 63 l::l白

"fa~性全窒素 斗ー187.8 '.Zl'.Z. 1 123. 9 139.0 

11fa~性ァミノ態安素 73.0 87.8 47.6 '.Z'.Z.8 23.8 

除i長｜’Ilfi;i中の主素 176.9 206.9 151. '.Z 86.7 61. () 

11J i伝性蛍l’l！主宰素 10.9 5.'.Z 14.1 37.'.Z 78.0 

除蛍i’Iii元中＜｝）アミノ態主主素 72.5 176.3 41. 5 17. '.Z 21. 7 

リ／守ンゲステン酸北殿中＜｝）窒素！ 10'.Z.8 113. 8 78.3 50.1 12. 7 

塩基性室素 74.1 93.1 72.9 36.7 48.3 

注） 試料は Table8を参照。

自家消化および腐敗に伴う各種窒素の変化をFig.22に示す。試料;ra2のように自家消化マツ

タケ（ここでは採集後7日まで自然に放置したマッタケを言う〉では一般に可溶性全窒素は増加

するが，試料116.3以下の腐敗マツタケになると減少する．また可溶性蛋白態窒素はこれと全く逆

の傾向にあることを知る。試料J伝5は（C）処理後Fig.14の装置により揮発性塩基窒素を測定し

た残溢について測定したものであり，腐敗κよる液化が甚しく水正司溶性の釜素量が大である．
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良質 J y 世ケ Ijl, 

の令：宅ょに対する

riJ苦手性宅素のドl分

ネを Table14K, 

ロI溶性宅素に対す

るアミノ態窒素、

蛋白態窒素， 耳塩基

性窒素， Jド蛋i守態

窒素の白分〉率を，

Table 15に， Jド

蛋白態窒素に対す

る.:Jt:蛋白態アミ／

態窒素および堀基

性窒素の百分率を

Table 16にぷす。

またJド蛋白態アミ

ノ態窒素 (1）に対

する頃基性窒素の

比はT枕ue17の
よろである。

Table 14～ 17 

河川｜日d
220 ,( 

2併）

議 18日

素 160

量 140

1似）

H日

両日

40 

即日 7日8B 14日

試料l試料2試料3試料4
〉（政情日数）

日日
試料5

Fig. 22, マツタケの自家消化お上び腐敗時における拝積nJ詐性宅素の変化

Table 14, 良質マソヲケ中の全主主素に対するロI的性空素の百分率

測定窒素試
料 No. 1 No. 2 N:i. 3 No. 4 河口 5 

可能性全窒素 54.8 61.9 48.2 36.l 40.5 

アミノ態窒素 21.3 25.6 13.9 6.6 6.9 

蛋白態窒素 3.2 1.5 4.1 10.8 22.7 

塩基性窒素 21.3 27.2 21.3 10. 7 14.1 

非蛋白態窒素 51.6 60.3 44.1 25.3 17.8 

アミ会ノ態上窒素 21.1 51.4 12.l 5.0 6.3 

に不すように， 白 Table 15，可溶性窒素に対するアミノ態，蛋白態＇ t貨基性，非蛋白態窒素のド1・分率

京消化中－.， .，ヲケ

の可溶性窒素は増

i~.I註君主ご
アミノ態窒素

蛋白態窒素

塩基性窒素

非蛋白態窒素

アミノ態窒素

No. 1 No. 2 

38.9 41.4 

5.8 2.4 

38.9 43目9

94.2 97.6 

:l8.5 83.0 

No. 3 No. 4 No. 5 

28.8 18.3 17.0 

8.5 29.6 56.0 

44.2 29.6 34.8 

91.5 70.4 44.0 

25.l 13.6 15.6 

大し，そのうち特

に非蛋白態アミノ

態窒素の増大はめ

だっがr ロI溶性蛋
Table 16, 非蛋白態窒素に対する非蛋白態アミ／態窒素，および塩基性窒素の百分率

向態窒素は減少す ’ 

る。腐敗マツタケ恥亙Fえ料INo. 1 I No. 2 I No. 3 I No. 4 I No. 5 

ではこれと逆に可

溶性蛋白態窒素は

非蛋白態7ミ／態窒素

塩基性窒素

40.9 

41.3 

85.2 

45目l

27.4 19.8 

48.3 42.3 

増大し，他の窒素 Table 17, 非蛋白態アミノ態窒素（ 1 ）に対する塩基性室素の比

は減少の傾向にあ

る。ただし塩基性

斗土」

28ー

No. 2 

0.53 

No. 3 

1.76 

No. 4 

2 .14 

35.4 

79.2 

No. 5 

2.24 



窒素は自家消化の過程で増大，腐敗の初期より減少し末期にいたりまた培加の傾向にあるが，

Table 17にみるごとく非蛋白態アミノj態窒素に対する塩基性窒素の比は，自家消化の過程で最

少値を示し，腐敗に伴って増大する。

3 塩基性・中性，酷性区分の窒素の動行

大高らの方法（62, 63, 64〕により，イオン交換樹脂を用いて 7 ツタケ中の含窒素物を分離し

(38〕，それぞれの区分の窒素量を求めて腐敗現象を検討した。試料の分離はすでに第E章3項

に掲げたFig. 5～7のように行った。また試料の処理および分析方法は次のようである。

〔イ〉全窒素の測定：ヶーノレターノレ法による。

（ロ〉揮発性塩基窒素の測定：アルカリ性にした水溶液を直接ヶーノレダーノレ窒素測定装置を利

用して N/50 lliS04中に水蒸気蒸留し， N/50 NaOHで滴定する。

（ハ〕水蒸気蒸留；試料をアルカリ性として， 0. 1 N -HC l約 20cc.中へ水蒸気蒸留し，留分

と残波に区分する。

1 .各区分窒素の測定値について．イオン交換樹脂により分別した強塩基窒素（｜函分 lの 1) ' 

弱塩基性窒素（画分 Iの2），中性および酸性窒素（画分 2），中性窒素（画分2の 1），酸性

窒素（画分 2の2）のそれぞれの全窒素を〔イ〕により，また，強塩基窒素（画分 lの1）は，（ノウ

により留分（画分 1のla）と残液（画分 lの1b）に分け，強塩基性窒素の留分（画分 lのla〕

を（ロ）により測定し，強塩基性窒素の蒸関残液（画分 1のIb）の窒素量は（画分 1のI〕

( If回分 1のしりとして， また塩基性窒素（画分 1）は（両分 Iの1）十〔画分 Iの2）として求

めTable 18の結果を得た。また画分 1の2の機発性窒素は測定したが値は何れも苓であった。

Table 18，各区分窒素の分布 （mg%)

窒素；下越

No. l No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 

即時 7日 8 日 14日 63日

両分1 （塩基性窒素） 47.9 46.4 39.6 22.7 14.9 

画分lの1 （強塩基性 II ) 36.5 35.6 30.4 12.4 10.2 

画分lの1a（会留分 II ) 3.5 4.4 6.5 3.0 2.4 

画分1のlb（会残液 II ) 33.0 31.2 23.9 9.4 7.8 

画分lの2 （弱塩基性 II ) 11.4 10.8 9.2 10.3 4.7 

画分2 （中，酸性 II ) 130.2 160.4 109.7 63.0 46.4 

画分2の1 （中性 H 43.7 49.8 69.3 26.1 17 .1 

画分2の2 （酸性 II 23.1 30.2 19.3 10.0 16.7 

画分2の3 （不溶性 II

2. 自家消化および腐敗時における各区分窒素の動向について．自家消化およひ腐敗時におけ

る各区分窒素を比較し， Fig.23, Fig. 24の結果を得た。一般に各タイゾの窒よとも， fl家m
化によって増大し，腐敗が進行するにつれて減少するが，揮発性血基窒ょのみは！偽i放の初期にげi
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酸加することが注目される．塩基性窒素（画分 1）を 1とした場合の中性窒素（画分2の1) , 

自家消塩基性窒素に対して中性窒素は，性窒素（画分2の2〕の比はTable19のようであり，

印刷）

7.5 

7.0 

6.5 

6.0 

5.5 

叫）明石｜

（ト竺λ二昌三＝

曲

目

胡

130 

120 

110 

童 l回

蕪
同

量
） 

80 

［ 
印

50 

40 

30 

20 

化および腐敗の初

を知る。また酸性

自家消化

中，急、に増大し腐

l紋の！jl期には減少

末期

し，再び末期にい

には減少すること

窒素は，

期に増加し，

たり増大するが，

これらの変化は，

Fig. 23 K示すよ

うに試料の水浸出

63U 

試料5

民nu 1日8日 14日
民料l試料2試料3 試料4
一一一一一一一一一＋（放置日韓）

Fig 23，塩基性，中性．酸性窒棄の動向

10 般のpH変化と相

聞がjであることを

泌めた。

括

自生する良質7

、、j
 
J
 
4. 

y 世ケの佑の pH

は 6.I付近の弱酸

40 腐敗性であるが，

の初期に 5.7の長

30 イ1＼となり，腐敗が
（
窒
素
量
）

1!tむと逆に大とな

ついにはYノし
，
 

j
 
t
 

20 

カリ性となる。す

でに酸性側にある
10 

< ＇世ケは自家／商

63日

試料5

~p 日 1Bs a 14日
試料l試軒2.試料3試料4
一一一一一一一-I> （放置日数）

Fig. 24，塩基性窒素の動向

化が促進されやす

い状態にある。

京消化が進むにつ

自

30一

れてi監出IIT ' ／鮫



同増加する。マッ Tahle 19, 

Fゲが自家消化す 窒素『ミ区ミ分ヶ~主4主I No. l No.2 No. 3 No. 4 No.5 

るとき，酸性アミ
6.1 5.7 7.3 7.0 6.8 

中性窒素 1.8 2.1 2.2 2.0 1.6 

ノl駿の増加や

:Kendal lらc 65〕
酸性窒素 0.9 1.3 0.6 0.8 1.5 

の言う proteinspar i昭 effect がおこり，含有する糖質の分解により生成した有機酸のために

pHは低下し酸性側へと傾く，それにつれて存在していた細菌は増殖しつ〉種々の脱炭酸能を発

揮するものと思われる。脱炭酸酵素は，細菌の増殖時に暗地が pH5.0～6.0にあると活性とな

り，このときアミンの形成能は甚だ強くなると言われている（66）。したがって各種アミンの生

成やオキシ酸，アンモニアの生成により 7 ッタケがアノレカリ性になるとも早や脱炭酸はおこらな

し、．

一般にアルカリ性の暗地では，細菌による分解が旺盛で，腐敗は進行しやすく，またアミノ基

脱離はpH7. 5～ 8.5において最も旺盛であると言われており（67），マツタケの腐敗において

は初期の段階ではアミノ基脱離はおこりにくいものと考えられる。マツタケを食品として利用す

るとき，極度に腐敗したものは食用に供しないことより，マツタケ中毒は腐敗の初期段階におい

ておこると思われるので，アミノ基脱離の結果できた産物が中毒の原因になることは考えられな

い また Kendall( 65）によると，糖質が存在するときは蛋白質やアミノ酸などの窒素化合物の

分解は抑制される。したがって糖質が多いマツタケでは極度の腐敗による蛋白質やアミノ酸の分

解が中毒の原因となる公算も少ない。

岩出（25〕によれば，マツタケは乾物量当り，加水分解による生成還元糖を奮 45.30必・聞

47. 28%，ベント←ザンを雷 1.79%・開 1.84 %，メチ ノレベン卜ーサ‘ンを膏 1.16 %・開 1.19%, 

トレハロ ズを醤 7.50%・開 7.62払マンニットを雷 5.22%・聞 4.55弘司溶性無窒素物を’苫

59. 84 %・｜掲 62.61払粗繊維を菅 7.41%・開 8.79%含む。
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第 N 立早 ヒスタミン，フェニル工チルアミン，

チラミンのシロネズミに対する毒性

初期腐敗マツタケより分離したヒスタミンおよびフエニノレエチノレアミンや強度腐敗マツタケよ

り分離したチラミンについて，シロネス；を使ってそれらの毒性を検討した〔68）。

本試験には， 150 5内外のWistar系ゾロネスミ Co）を用い，初期腐敗せしめた試料マツタケ

約IOk!fより第目市5項で述べた方法（Fig. 8）にて分離して得た， フエニノレエチノレアミン区分（画

分2〕，チラミン区分（画分3), ヒスタミン区分（画分4〕Kついて，動物試験を行なった

試験区分はTable却に示す通りであり，市販の標準アミンをも比較対照区として試験した。

試験方法は次の通りである。同一飼料（小米， フスマ，米糠，魚粉，青菜および水〉にて飼育し

たゾロ不スミに対し，試料の定量を皮下注射して症状を観察した後，死亡したものは直ちに，そ

の他はエーテんにより麻酔して剖検の後，内臓を組織学的に調べた。すなわち10%ホノレ J リンで

固定した肝臓の切片をパラフインおよびカ ホンワックス包埋法（69〕によりそれぞれプレパラ

ートを作り，前者

はへ 7 トキンノリン

ーエオシノ染色を，

｛走者はズタンW

ヘマトキンリン染

色（70, 71) を行

なし、鏡検した。

1. 注射量につ

いて：各試験区の

注射量はFig.25 

に示す。注射した

量1ih夜中の窒素量

より推定した 7 ~ 

ンの量一Cある

Table 20, 試験区分

試験群 試 験 内 F谷i ー‘

試
画 分 2 

II 画 分 3 
料
皿 画 分 4 

区 N 画分4＋画分2混合

標
v 標準フェニルエチルアミン
VI 標準チラミン

準
VII 標準ヒスタミン

区 VIII 標準ヒスタミン＋標準フェニルエチルアミン出合
無処
医理区

I主） uhi分2 推定フェニノレエチYレアミン，凶l分3 推定チラミン

日rj7} 4 推定ヒスヲミン

2. 試料の注射と症状 Fig. 25に示すごとく第I群bC初固に多量注射〕，第IV群以外は死

亡はしなか〉た。また初日注射後は何れも体重が減少するが， 2回目の注射からは減少を認めな

か「た。また第 li詳は注射後盛んに口を開閉して苦しみ，発涙，口からの水液流出，物を噛み挙

動がはけしく狂暴的となる。第1群は注射後直ちにけいれんし，物を噛んで苦しみ挙動はげしく
狂暴的となり，第四詳はやや発摂し活気をなくした。

3. フエニルエチルアミンの注射と症状 注射後直ちに発仮，口より水液の流出，口を前肢で

← 32 



なでる動作の連発，挙動はげしく狂暴的で盛んに物を噛むなどの症状を呈し，注射量の少ないと

きは回復も速いが，量が多いと死亡することを認めた。

4. チラミンの注射と症状：注射後直ちにけいれんして苦しむがやがて回復し，体重の変化は

認めない。

5. ヒスタミンの注射と症状：注射後盛んに水を要求するほか，初回の注射後は発涙，口より

水液の流出などの症状を呈し重症状態となるがやがては回復して温静となり， 2回目の注射から

は初回におけるような症状はみられなかった。また注射を繰返すことにより抵抗性が増加するこ

とを認めた。

6. ヒスタミン＋フェニルエチルアミンの注射と症状：注射後直ちに発涙3 口より水液の流出，

口の開閉，

頭部を回転

したり左右

に振って苦

しみ後，元

気を消失し

て死亡する

ものが多い。

軍症のもの

は眼球が突

出し，随1L

は散大し，

発i反多量一で，

llUに出血す

るものもj忍

めた。また

死亡したも

のは｛口

肪)j止が膨れ

b正（｝）充i首を

みた。注射

後の症状は

急激にあら

われるが，

死亡にいた

らないもの

試

験

軍主

,,, 30.4 36~4 36.4 
b 300.0I 死亡

ii 174.2 17~.2 15‘ l 5 
15’－ l 5 

田 150.0 15~ 0 150.fl 150.0 

a画分2-36.4 3司6、4 F喜二死亡
JV 画分4.150.0

150.0 

b酎 ＇t;g§c:ご死亡画分4

a 18!0 曲＇olE 死亡
b 454.5 ・・E 在亡

v ' ll.9 23ー8,47.0952 
d 2岨 047.6且 予El.'.二

e 211.7 45'.5・E 死亡
571 28 5 57 l 沼s."oo・n:4lllf. 死亡

VI 
4曲，。 4曲ー。 .~.2 

a 40° 0 

VII ~ l7‘1 d1i1 l 156 5'.ll .3 625.0 

咽

d 232”.5 ll6.3 232 54’65 11930 oo:ici.0,93 o 

a Hi 1i7.l 
Ph t!C死亡
b Hi 42. 7 
Ph 2~~－＝孟死亡
c見；；：；zι死亡
d Hi •i-' 
Ph 108.7 ,i~ 1＆.~ :l', ，~；.； 死亡
e ~h＇~／220.020.0 珂i~

I ~~~~I冨与死亡
日~h ~t: 
h出主置L死亡Phi 

i 円：••ι 死亡Ph1 

j ~~ ':t日。.0 
k ~~ :r~o 
I Hi~r 
Ph 1 

m Hi ~r-7 ,:_ 6!1.6 
Ph 2 6 ,t_, 2i.1 7l .. c死亡
0 Hi1:; ‘5 31.3 :;・o 
Ph 6 6 37~：｛＇；：i＇適正死亡

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 llO 120 130 140 150 160 170 180 190 （時）
や凡

逗 一一一一一一一一＋（時間）
前

Fig・25，各試験区の注射量

注） 1 a b の記号は各試験区缶の試験内谷（注射方法、盤、同世）なとを，I、す．

2.数値は注射量（咽Ikg）を不す．

3. Hi Hi•tamine , Ph Phenyle1hylamine 

一33ー



の回復は速やかである。

以 tの試験成績

はTable21, 22の

ようであり，それ

ぞれのアミンの毒

性や致死量の目安

を得た。

7, 致死量につ

いて：それぞれの

アミンについて， Table 22, 

その注射量（濃度う

を変え，一定数の

ネズミで致死量を

検討した。特に先

に行なった試料区

町の試験で画分4

と画分2を混合す

るときは毒性が増

強されることを認

めたので，画分4

および画分2の中

(72〕
に存在が推定

v 

VI 

vn 

試験群

a 

b 

c 

d 

e 

a 

b 

c 

d 

Table 21, 試料区の成績

試験群 生存数 死亡数

I a 3 。
I b 。 3 

II 3 。
m 3 。
Na  。 3 

Nb  。 3 

標準区の成績

生存数 死亡数 a 。
1 2 b 。。 2 c 。
2 。 d 。。 1 e 1 

。 1 。
。 1 日 1 

3 。 Vlll 
h 。

1 。 。
1 。 j 1 。 k 1 

2 。 L 1 

m 。
n 。

されるヒスタミンお

よびブェニルエチルア

ミンについて両者

注） Table 21, 22，中の各試験群の試験内容は Fig.25，に示す。

の相乗的作用を検 Table 23, 

討した。画分2の

致死量を，’Table

23に，画分 4＋画

分 2の致死量を

’Tuble 24に，標

準フェニノレエチル

アミンの致死量を

Table 25に，標準

ヒスタミン＋標準

フェニルエチルア

ミンの致死量を

推定フェーノレ
エチノレアミン
( mg/kg) 

100 

150 

200 

250 

300 

画分2（推定フェニノレエチノレアミン）の致死量

死亡率生存数 死亡数 （生存） （死亡）
（%） 

5 。 14 。 。
4 1 9 1 10 

3 2 5 3 38 

2 3 2 6 75 

。 5 。 11 100 
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1 

1 

1 

1 

。
1 

。
2 

1 

。
。
。
1 

1 

L Dso 
（旬／kg)
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Table 26にそれ

ぞれに示す。 50%

終末点の算定は

Read Muench法

(73）によって求

め， ML  Dをf辱た。

Fig. 26はLヒスタ

ミン十フェニノレエ

チルアミンの

ML D曲線である0

8. 肝臓障害に

ついて：肝組織に

はFig.27のよう

に著名な変化は認

めないが，組織障

害像は核不同，肝

細胞柱の破壊およ

び壊死，肝細胞空

胞化，萎縮，腫張，

混濁などの変化や，

疎外物質によると

恩われる毛細血管

のうっ血，細胞間

異物沈着も多少認

めた。特に試料区

I，標準区V, V11I 

Kはうっ血が多く

認められ，肝障害

はヒスタミン十フ

エニノレエチルアミ

ンの場合に最も甚

しく，しかも急死

したものより徐々

に長く注射をした

ものの方が障害が

τable 24, 両分 4＋画分2（推定ヒスタミン・推定フェニルエチルアミ／）山政死量

f佳 ｛ Aと

死亡千l
ヒス／タミン ブヱニルエチ’L 生存数 死亡数 （生存） （死亡） L D加
(mg kg) アミン （mg/kg) （%） （岬 kq)

150 50 3 。 7 。 。
150 75 t“ 〉 1 4 I ~o 

Hi Ph 
150 100 I 2 つ】 3 目。 150+94 

150 125 I ーワ- 5 83 

150 150 。 3 。 8 100 

Table 25, 標準フェニノレエチノレアミンの致死量

標準フエ ノレ

エチ（珂ノレ／アkgミ） ン 生存数 死亡数 （生存） （死亡）
死亡率 L D印
（%） 

250 4 I 10 9 

260 2 3 6 4 40 

270 2 3 4 7 64 

280 1 4 2 11 85 

290 1 4 I 15 94 

300 。 5 。 20 100 

Table 26, 標準ヒスタミン十標準フエニルエチルアミンの致死量

標 準

ヒスタ kgミ） ン フェニルエチ Jレ 生存数 死亡数 （生存） （死亡）
(mg/ アミン（mg/kg)

55 3 。 6 。
285 75 2 1 3 1 

95 1 2 1 3 

115 。 3 。 6 

75 5 。 16 。
85 4 1 11 l 

150 し一一一三男
4 1 7 2 

ト→i
2 3 3 5 
1 4 l 9 

125 。 5 。 14 
75 3 。 6 。

135 95 2 I 3 l 
115 1 2 l 3 
135 。 3 。 6 
105 3 。 7 。
115 2 1 4 1 

125 125 l 2 2 3 
135 l 2 1 5 
145 。 3 。 8 
150 3 。 10 。
175 2 1 7 1 
200 2 1 5 2 

65 225 1 2 3 4 
250 2 1 2 5 
275 。 3 。 8 
300 。 3 。 11 

注） 試験結果のうち終末点在中央価として、この付近の成績より LD却を揮定する．
Hi H附 aminePh Phenylethyl amine 

ー 35-

(mg/kg) 

264 

死亡率 （~~ 加均）（%） 

。
25 Hi Ph 
75 285+85 
!CO 。
8 

~； Hi Ph 
150+ 102 

1~ 。
25 Hi Ph 
75 135+ 105 
100 。
20 
60 Hi Ph 

83 125+ 123 

100 。
13 
29 

Hi Ph 57 
71 

65+219 

100 
100 



大きいことを認め 司／同
革路

た。脂肪肝は低蛋 280 

白および腐敗産物 260 

による中毒と関係 ス
240 

タ 220

があり，これらに 、、

ン 200

より脂肪代謝が不

良となって，脂肪 160 

140 

を沈着するものと
120 

言われている（74)
100 

が，本実験におけ 80 

る脂肪染色の結果
ω 

では中性脂肪の沈

着はほとんどなか

った。

試料 l丘 I（不死）

試料民皿（不死）

（？・ II包少）

保準 lメー v（致死）

(II ¥liiL.制1¥11包i時lji)

〆／

4
F

画
回

ゲ

＋

D

〆
酎
の

60 80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 2印 300
岬／旬

ーーーーー一一一一一~フェエルエチルアミン

試料区 I（致死）

Fig. 26，ヒスタミン＋フエエルエチルアミン円ML D曲線

（出血，細胞破壊）

試料区 IV（致死）

（細胞間異物沈着，）
核不）ii］，出血 ／ 

標準 !KV（不死）

-36ー

試料区 II（不死）

試料区 IV（致死）急死

（細胞間異物沈着，）
核不同．出血

標準区 VD（不死）



標準区四（致死） 標準区 VD!（致死）急死 無処理区（不死）

（州問沈着多）細胞破壊，核不同，
出血

（細胞間異物沈着少，）
核不同，出血 ／ 

（正常）

Fig. 27, 肝細胞組織（へ7 トキシリン・エオシン染色） 15X40 

？．シロネズミの中毒症状と内臓組織所見について：中毒マツタケより分離した菌（ここで言

う中毒マツタケとは，自生中にすでにその一部が変敗しているものを，著者が食べて中毒したも

のを吉う〕を滅菌良質マッタケに移し宿養して得た腐敗マッタケ汁の一定量をネズミに経口投与

および皮下注射または腹腔内注射を行ない，その性状を観察した後， 死亡したものは直ちに，

その他はエーテノレ麻酔死し

て剖検後，内臓を組織学的
生良質マツタケ35g＋純水5cc 

に調べtc,, シロ不ズ

ミに経口投与および注射し

た試料の調製はFig.28の

ように行った。 ,. 

本試験にはSH系（毒性 残vi査

に強い系統）およびDD系

の，ともに（古）を用いたがほ

とんど差異を認めない。中

毒症状の烈しいものについ

てT縫えe 27に， また内臓

（牌臓，腎臓，心臓，肺臓，

肝臓〉の障害所見をTable

28 K示す。
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Fig. 28, シロネズミ投与試料の調製法
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Table 27，シロネズミの内臓組織所見

牌臓 変化なし

正常 腎臓 ，， 

心臓 ’F 
（松茸汁） 肺臓 II 

肝臓 ” 牌臓 少し繊維培加、静脈周辺に浸潤あし細胞聞の空胞も所々ある。

73 株 腎臓 ボー7ンカプセ yレ肥厚あり。

生菌死亡 心臓 心筋翰浮腫あり。

（松茸汁） 肺臓 肥厚するも浸潤みられない。

肝臓 浮腫、小空胞多し。細胞の肥厚あり。精脂肪沈積する。

牌臓 変柁なL.
55 株 官臓 糸毛主体膨満し、多少浮腫あり。 Pc Tの肥厚甚しく、局部的に炎症出血あり。
生菌死亡 心臓 心筋細胞の浮腫あり。

（松茸汁） 肺臓 結締組織の肥厚多し。

肝臓 細胞著しく肥厚し、小空胞も多い。

牌臓 少し繊維増加、細胞不同あり。静脈周辺の浸潤多し。

37 株 腎臓 PC T肥厚、糸盆体膨満し、変形もみられる。
生菌死亡 心臓 心筋I園局し腫張あれ組織の崩壊出血炎症、白血球の出現多く浸潤もある。
（松茸汁） 肺臓 肺胞壁肥厚し浸潤あり。

肝臓 肥厚あり。空胞中に脱落細胞を充している。

牌臓 殆んど変化なし。少し出血、繊維増加、静脈拡大が見られる。

64 株 腎臓 乾質性浸潤、糸毛主体、ボーマンカプセノレ見られず、カプセノレ肥厚、授尿管は多少浮腫する。

生菌死亡 心臓 変化少ない。

（松茸汁） 肺臓 動、静脈の拡大、充血、肺細胞肥厚、、浸潤あり。結締組織も少し肥厚する。

肝臓 肝静脈ど張、浮腫、空胞変性あり。血管周囲の出血浸潤か少しある．

牌臓 乾質性のヒプリンの出現多し。

64 株 腎臓 変化少ない。ボー7ンカプセル少し拡大あり。細胞の空胞変性、授尿管多少浮腫す。

滅菌死亡 心臓 冠動静脈充血、心筋細胞浮腫状。

（松茸汁） 肺臓 肺動脈の拡大充血、肺胞壁の肥厚、浮腫甚しく、浸潤もある。

肝臓 中心動脈ど張、拡大、細胞浮腫空胞変性甚しい。

牌臓 異常な白血球の増加、浸潤も甚しい。

75 株 腎臓 糸毛主体の膨満甚しく、 Pc Tの肥厚あり。空胞も多い。
生菌死亡 心臓 変化なし。

（松茸汁） H市1範 II 

肝臓 空胞柑多いが正常に近い。

牌臓 空胞中にコロイドあり。

75 株 腎臓 変化なし。

滅菌死亡 心臓 II 

（松茸汁） 肺臓 空胞に異物少しあり。積肥厚し浸潤も見られる。

肝臓 変化なし。

牌1龍 変化なし。

以）株 腎臓 II 

生的死亡 心臓 心筋変化なし。冠静脈充血あり。

（松茸i+l 肺臓 静脈ど張。乾質性浸潤あり。

肝臓 小空胞甚だ多し。中心動、静脈拡大充丘、肝細胞の浮腫も甚しい。

牌臓 変化なし。
凱｝株 腎臓 糸毛主体膨満し、力プセノレ授尿管に変化なし。

減菌死亡 心臓 冠動、静脈充血、心筋は精浮睡状。

（松ii'汁） 肺臓 動、静脈の甚しい拡大、肥厚が見られる。しよう液性およひず繊維素性浸潤多い。

肝臓 空胞が多くかっ大きな浮腫状。動、静脈の充血もある。

牌臓 変化少ない。多少細胞萎縮が見られる。
10：！株 腎臓 変化なし。

生菌死亡 心臓 ” 
（松mn 肺臓 空洞多し。

肝臓 小空胞多し。出血はない。

牌臓 乾質性ヒプリンの出現あり。白血球多し。
10：！株 千7臓 肥厚出血あり。糸毛主体異常ないが細尿管の肥厚あり。

滅的死亡 心臓 変化なし。

（松lid・) 附1臓 出血多し。

肝臓 細胞肥l車、組織の破嬢甚しく出血小空胞もある。 i事腫凋濁甚しい。

oo 
q
J
 



Table 28, シロネズミの主な中毒症状

まき 減 菌 試 料 生 試 料

菌株 所 見 菌株 所 見

経口
No. 71 片眼失明し弱る。

全株共変化なし。 Nu 75 片眼少々ヤエ出し弱る。
0.25cc/20 9 

No. 55 片眼少々ヤニ出し弱る。

No. 72 lOh後死亡。 No. 90 すく弱り、 7h 後死亡。

Nu 73 42h後両眼失明、 96h後回復。 No. 37 すく弱り、 7h後死亡。

No. 64 42h後両眼失明、 96h後回復。 Nu 75 すぐ弱り、 15h後片限失明。

皮下注射 Nu 102 15h後片限ヤニ出し弱る。 25h後死亡。

0.25cc/20 9 No. 72 15h後片眼失明し弱る。

Nu 55 15h後片眼ヤニ出る。

No. 71 15h後両眼閉じ、片眼失明し弱る。

Nu 64 15h後両眼閉じるロ

Nu 90 6 h後及びlOh後死亡。 Nu 37 6 h後死亡。

No 64 6 h後死亡。 No. 55 lOh後死亡。
皮下注射 ト『ーー

No. 71 16h後片眼開眼。 No. 30 15h後死亡。
0.26cc/20 9 

No. 73 15h後死亡。

No 72 16h後片眼開眼、 30h後死亡。

No. 90 70h後死亡。 No. 64 少し弱るが回復する。

経口

0.5cc/20自

＼ 菌種 死亡数 主な中毒症状の所見
揖試 菌料 生試料

。 2 減菌した試料では、体重変化もなく、中毒症状なし。
No 30 生試料は、 15～25hで死亡するものあり。体重の変化は 24/25回復した

2 3 ものの体重変化は20/25

。 3 滅菌した試料では、中毒症状を認めず、体重変化は38h後に18/20、
No 37 

2 4 
生試料は投与直後口を下につけ発i戻、両眼共開眼、 25～37h後死亡、
月工門、口元漏れる。体重変化18/25 

No. 55 
。 2 滅菌した試料では、中毒症状認めず、体重変化は24/25、生試料は、 11

2 3 
h後死亡、体重変化は、 20/22、死亡しないものは体重変化が多く、 39
h f量15/20

4 4 滅菌、生試料共投与30分後発涙甚しく、眼閉じ這うように歩行、口を
No. 64 下につけ振える。後、片眼失明、丸く蹄くまり 6～lOh後死亡、

4 4 体重変化は21/22、性器より水液漏出。

No. 71 
。 7 生滅試菌試料料は、では口f在本軍地のに揖つ少け大なきく、い増早加い呼し吸た、も失の明もすあるり．． 又中呼毒症吸状毎なにカし．ツ

手 7 カツと音を出すものあり。死亡は7～46h後、体重は20/25、7～19h 

皮F注射 で君主列Eはf本重量の彊Eイヒなし。

1 3 
捕薗試料で10h後死亡するものもあるが、死亡しないものも、口を地

0.26cc/20 g No. 72 につけ、肩で生早試し、呼騒をし、亮涙、開眼するヵ・30性h器後よ回り復水す利る．体重
3 3 変化21/25. 料20～30h後死亡、両眼失明、 棺漏出、

体重変化20.'25.

No 72 
。 3 滅菌試料では中毒症状を認めず、体重変化は38h後20/22、生試料は

2 3 発j戻甚しく 6～15h後死亡、体重変化は20/25.

2 3 
滅菌試料では8～12h後に死亡、体重変化は20/22。生試料は下痢、

No 75 片限失明し30～55h後癖せて噂まりついに死亡する。
2 3 体重変化も大きく 15/22。

4 2 
滅菌試料では5～lOh後に死亡、下痢し月工門濡れるものもあり。体重

No. 90 変化は20/22、生試料は7～25h後口より多量の粘液を漏出し死亡。
4 3 体重変化は21/25、不死のものの体重変化は39h後回復し、 20/25。

1 2 
滅菌試料は36～92h後死亡、体重変化は15/20、又生試料は25～39h後

Nul02 死亡。体重変化は20/22、共に発涙甚しく失明するものあり。後、時ま
2 3 るようになり死亡する。

無処理 。 。変化なし。
茸汁 3 3 
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10.小指

初期腐敗マツタケにヒスタミンおよびフェニノレエチノレアミンが，ま‘た強度腐敗マツタケにチラ

ミンが生成することを認めた。これらを分離した画分と比較のための標準アミンについて，動物

実験を行なった結果は何れも標準アミンとよく似合った症状を呈した。またヒスタ 4ンとフエミ

ノレエチノレナミンの混合を注射すると興奮状態がみられ，激しい症状が現われるが，遂にはlEiまる

ようになり，呼吸頻数を経て吸気性深呼吸困難に陥り昏睡状態から発死するが，死亡しないもの

の回復は極めて速やかであることを認めた。

(75) 
掘尾 はヒスタとンの致死量は，ビタ 4ン86と関係、があり， 86投与群で 800～ l,OOOmg/1(9,

h欠乏群で 200～400尻シ《9となることおよびチラミンの致死量は800mg/1(9 （ただし何れも腹臆

内注射）と報告している内

(76〕
またヒスタミンの致死量はML D smv-f匂 〔ただし静脈内注射〉およびLD50が 22.6mg/

13～15 9 C77) （ただし純粋なヒスタミン塩酸塩の腹腔内注射〕と報告されているが，皮下注射

の詳しい報告は知らない。皮下注射の場合には，上記致死量の3～3.8倍のヒスタミに2.2倍量のチラ

ミ沈与えても死亡はみられなかった。なおζれらのアミンの注射は徐々に増量することにより抵抗

性が増すことを認めた。 プエニノレエ千ノレアミンの致死量はML D 264mシ1<9であったが， ヒスタ

ミン 285mg/1匂と混合して皮下注射するときは， フェニノレエチノレアミンは 85m似匂がML Dとな

り，これはフエ二九チノレアミンの単一注射の士弱の量であるロ

致死量に関しては両ア iンの聞にFig.26のような相間関係を認めたが，画分4（推定ヒスタ

iン）と画分2（指定フヱニノレエチルア iン〉の混合を注射したときのLD 50 は略々上記の

MLD曲線の近くにあることを認めた。すなわちシロネズミに対して， ヒスタミンとフェニノLエ

ヲノレアミンは相乗的に作用し毒性を増す。

またヒスタミンと 7ェニノレエチノレアミンを混合して注射した場合は肝臓障害も最も甚しく，細

胞間崇物沈着，核不同，細胞破壊，出血などを鏡検により認めた。

中毒マツタケより分離した多ぐの菌のうち，良質マシタケに接種して腐敗させたマツタケ汁を

シロネズ、に投与した際，滅菌マツタケ汁，生マツタケ汁共に中毒症状を示す菌株のうちに，特

に化亡率も高く毒性の強いものを認めた。
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第 V 立早 ヒスタミンおよびフェニルエチル

アミンの仔猫に対する毒性

初期腐敗マツタケ中に存在することを確認したヒスタミンおよびフエニルエチルアミンの毒性

を調べるのにシロネスミを用いることは，マツタケ中毒の主症状である幅吐を調べるには適当で

ないので，供試動物として仔猫（生後 1ヶ月， 360～430 5で試験区毎に同腹のもの〉を用い，

これらにアミンの定量をゾンデを用い経口投与し，中毒症状、特に咽吐について調べた（78）。

Fig. 29は正常な仔猫である。

1 .投与量と中毒症状：中毒症状はTable29のようであり， Fig.却はヒスタミン経口投与

後日脚土する仔猫を， Fig. 31はフエニノレエチノレアミン経口投与後眼が大きくなり瞳孔が散大した

仔猫を， またFiε.32はヒスタミンおよびフェニノレエチノレアミンの混合を経口投与後噸吐および

泡を出す仔猫を示したものである。またFig.33は中毒マツタケと仔猫の中毒症状を示したもの

であり， Fig.34は試料マツタケより抽出分離したヒスタ 4ン画分の経口投与により， Fig. 35 

はIii］じくヒスタミン画分とフエニノレエチノレアミン画分の混合を経口投与したときの仔猫の中毒を

不したものである。

Fig. 29, 正常な仔猫

Fig. 30, ヒスタミン中毒により幅吐する仔猫

41 -



Table 29, ヒスヲミンおよびフェニノレエチノレアミンの仔猫に対する申毒症状

試区験分 猫番 号の 性
アミンの種類と 症 状投与量（昭／均）

Nu l 平 75 
5～10秒後、猛烈！な幅吐10回、 l～1.5時間後より回復に向うが、

眼はうとみ活気力‘なくなる。 3時間後治癒する。

Nu2 平 30 
5～10秒後、幅吐10数回、 10分後より活気を欠くが回復に向かい

Hi 30分後には餌をとり治癒する。

No. 3 平 20 5～lU秒後、幅吐3回、中毒は軽度ですくに回復し治癒する。

No. 4 10 変化なし。

直ちに眼は大きく開き、瞳孔は完全に散大し、流i延、挙動不審で床

Nu5 平 50 を這う。声がれ、口を開いて呼吸、性質粗暴で運動激しいが、 15分

後瞳孔は次第に元に復し、 1時間後に治癒する。

No. 6 ~ 50 No. 5と殆んど同様の症状を表わす。

日
直ちにNo.5と同様の症状になるが、瞳孔は 8分散大、 15分後より瞳

Ph 
No. 7 .30 孔は次第に回復し始め、 30分後に元気回復し、 1時間後に治癒し、

1.5時間後に餌をとる。

Nu8 平
No. 7と殆んと同様の症状を示し、 30分後より回復し、 1時間後に治

30 
癒する。

No. 9 平 10 
直ちに瞳孔3～4分散大するが、まもなく瞳孔の回復をみる。流誕

声がれ、足を開き這う。症状はNo.5と同様。

20 直ちに猛烈な幅吐17回、瞳孔は3～4分散大、口より泡を出す。
No.10 合 ＋ 

10 15分後に治癒する。

10 瞳孔は 3～4分散大するが、すくに回復する。涙を出すが流誕せず
No.11 
平 ＋ 
Hi 10 幅吐1回するが軽度ですぐに治癒する。

皿 ＋ 
Ph 

15 瞳孔は散大せず、経口投与後直ちに猛烈な幅吐2回、すくに治癒す
Nul2 合 ＋ 

5 る。

10 直ちに口より泡を出す。流i戻するが瞳孔は散大せず。顕著な中毒症
Nul3 ~ ＋ 

5 
状をみない。

注） Hi Histamine Ph Phenylethylamme 
投与したヒスタミンは CoHYNJ，フェニルエチノレアミンは CsH11Nの純粋アミンである．
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Fig. 31, フェニルエチルアミン中毒により
瞳孔の散大した仔猫

Fig. 33, 中毒7 ツタケとf子猫の中毒症状

Fig. 35, 試料マソゲケよリ分離したヒスタミン

およびフェヱルエチルアミン混合画分

に上る仔猫の中毒

43ー

Fig. 32, ヒスタミンおよびフェニルエチル

アミンの混合による中毒で幅吐

および泡を出す仔猫

Fig・34, 試料マツタケより分離したヒスタ
ミン画分による仔猫の中毒

注） Fig. 33と同一仔猫を使用。



2. ヒスタミンと中毒：ヒスタミンは仔猫の幅吐に関係があり，・l01T11J/k9 の投与では幅吐し

ないが， 15 TlllJ／イ旬以上の投与で咽吐する。この曜吐は極めて急激で，投与量の増量により猛烈

になることを認めたが，雌・雄聞における差異は認められない．

3. フェニルヱチJI,,アミンと中毒：フエニノレエチルアミンは散瞳に関係があり，特にこの症状

は投与量に比例する。 10 1T11J/k9以下の投与量では症状は軽度である，なおこれらの症状は中嶋

( 7 9, 80〕（81〕
や中西 の発表およびシロネズミに注射した場合の症状とも類似した。すなわち性

質は粗暴で挙動不審，音に対する過敏性，流誕，瞳孔の散大，交感神経の刺戟作用などの障害を

確認した。

4.小括

ヒスタ 4ンの投与は咽吐に，フェニルエチノレアミンの投与は特に瞳孔の散大に関係するが，ヒス

タミンおよびフェニノレエチノレアミンの混合投与による仔猫の中毒は極めて急激であり， ヒスタミ

ン単一投与の場合より咽吐は猛しいが，瞳孔の散大はフェニノレエチノレアミンの単一投与の場合と

変りがなかった。また中毒の凪復は速く，体重の変化も認められなかづた。
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第 1江 立早 マツタケ腐敗の生物学的検討

良質 .（ 7タケおよび変敗マッタケ（良質マツタケとは新鮮な健全雷マツタケで全く無毒のもの

を言う，変敗マツタケとは外観上腐敗し，経験より中毒のおそれがあると思われるものを亘う。〉

ならびにマツタケ発生林の土壌より徽類，細菌類，寄生虫を分離し，マツタケの腐敗との関係を

「82〕調べた、 ノ。

1 .試料および培養基の調整：試料の調製はTable 30のごとくに行ない，培養には以下のよ

うな培地を用いた。

A ：マツタケ汁培地一一マツタケ 200<j ／水道水 1£，マツタケをミキサ にかけ， 1時間

湯煎後布でiPiJ!する。

A←（）〕 ベプトン l係添加J, pH 6.5に調整。

A←③砂糖 2仇エヒオス粉末 0.5 %添加， pH 5. 0に調整。

A→3 マツタケ汁のみ， pH 5. 8～6. 0 c新鮮マツタケの pHにする。 ）に調整。
B：フロテオ ゼベプトン培地一一ブロテオ ゼベプトン CDifco) 20 <J, NaCl 2.5 <J，水

道水 12にとかし， pH 7.8に謝芭

士吉I也はイuJ;l"Lも高ff：釜で 120℃， 2気圧30分滅菌する。培養基のA一①は細菌周， A ＠は

徽川， A－③は細筒および徽の分離丹j, Bは細菌の増菌に使用する。

2. 菌の分離；

l誌の分出llは塗抹法

および組合法によ

る。 t民合法は－￥板

に流した’71犬培地

の縦｜当直前に希釈

した試料の定量

( 1 cc〕を注入し

てよく混合する。

なお培養の温度は，

すべて24℃の恒温

で行なう。

以上によりそれ

ぞれの試料マッタ

ケより多くの細菌

Table 30，試料の調製方法

試 料 調 製 方 法

良マ
良一A む突部（土付着部）と体部（子実部）のそれぞれ2llを滅菌乳鉢で摺りその1白金耳を使用．

， 
良一B 石突出I（士付着部），柄部，傘部，内部のそれぞれについてその 2llを滅菌乳鉢で宿り、質タ

滅菌水に溶かし、ガーゼで糊して（ I) 合（II) －~ (ill) 古川）王命ケ ト一一一一－一一一
良一C の4段階に希釈してそれぞれ l白金耳または 1ccを用いた。

試 A 良一Aにいlじ。

試－B 良一Bにl司じ。
変マ

石突部（土付着部）と休部（子実体部）について、良 Bにいlじ．ツ 試－c
敗タ
ケ 試－D

一試 E 良一Bにl<ilじ．
一試－F

1J1 土－A 4分法で分けた試料を滅菌乳鉢で粉末とし、その lgを滅菌水に溶かL.良 Bに準

一 じ（ I), (II), （町九日V), (V) 寸百古百円5段階に希釈しそれぞれ l白金耳または
土 土 B 1 ccを用いた。

技） a）使用器具はすべて乾熱により完全輔薗した．

b）変敗マツタケのそれぞれの試料は試料毎に等質に2分L、その1部は人体実験（企用）に他刑し、
睡余部を使用したa

＇）試料は 1961<1-11月滋賀県多賀町一円、堂谷町山地に尭生した良質マツタケ．変敗マァタケ並びにいl地

円マツタケ控生林の表層～10岡部分円土犠を滅菌したピエール袋に採集する．土壌の採集は山地10世

均所より広〈採集して4分法で約500g宛を得た。
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(82) 
および徽を分離した

3. 菌数測定： Ta凶ε30に示す試料，良一C，試－Bのそれぞれ石突部，柄部，傘部，内部

について，希釈度， Il,If, IVの1叫を培地と混合し，また土－A，土－Bについて，希釈度IV,

Vの ICC.を培地と混合して培養し菌数を測定した，その結果をT拡ile31 K示す。すなわち24時

間後における菌数は各部位ともに良質7 ッタケより変敗マツタケの方が多いが， 48時間後では特

に良質－＜ ＇／タケの Table 31，マツタケに存在する菌数（試料 19当たり）

柄および傘部から

分離された菌の増

殖率は顕著であり，

柄部においては変

敗マ γタケのそれ

よりも多数の菌が

ffイ上することを認

めた。このことは

J ッタウの変敗が，

菌の増殖条件のも

とでは迅速である

こと， 特ーに君主敗

菌 数
区 分

24 h 後

良 石突部 11.9 

質
柄 部 79.2 ー守

ツ 傘 部 30. 7 
タ
ケ 内 部 3.8 

変 石突部 22. 7 

敗
柄 部 96.4 

Fマ

ツ
傘 部 124.8 

タ
ケ 内 部 21. 9 

山 A 46.0 

土 B 1.7 

備考 1) 24℃にて培養
2）培地はA ③を使用
3 l UJ土A 腐殖土，山土B 赤土

×10' 
4良すSh害後内1¥ における

48 h 後 一る 合(I）に対

12.5 2.8 

254.1 57.8 

106.4 24.2 

4.4 ( 1 ) 

26. 7 6.1 

124. 3 28. 3 

13. 71 31.2 

26.8 6.1 

49.2 11. 2 

3.5 0.8 

24 h～48h 
の増殖割合

1.05 

3.21 

3.47 

1.13 

1.18 

1.29 

1.10 

1.22 

1.07 

2.00 

半均増殖
(1.68) 

（ねるけ）が杭剖i，次いで傘部の表皮よりおこることと関係があることを示す。また山iについ

ては， z方、土が腐敗土より菌数は少ないが，増殖率は大きいことを認めた。

4. マツタケ腐敗菌および徽の分布：分離した主なマツタケ腐敗菌の分布をTable32 K, ま

たγ ッタケにおけ Table 32，主なマツタケ腐敗菌の分布

る徽の分布を

Table 33にノ］えす。

J ッタケに付着

している肉は，山

｜にもB認められる

ものが多く，こと

にイi突部に多いこ

とを認めた。

氏自－； y 芦ケの

内部υ）I勾は少ない

がう徽wのうち
P en i c i I I i u rn カ：

変日kJ ッタケの内

民
No 5 

No. 11 

Nu 46 

No. 55 

No. 59 

Nu 69 

Nu 70 

Nu 73 

No. 7E 

No. 92 

ー
Nu 95 

Nu102 

良 A 良一B 良一C 試 A 試 B 試－c試ーD

石突剖1柄E曲11 
石突部柄傘内 石柄傘内 石突部 W傘部j 

石柄傘内
石突部 柄剖企I 

全

器部部部 突部部部部部部部 体

叫← 外＋ ＋＋ 柑＋ ＋ ＋＋＋ * 制十 -flt-4ト→← -IIー＋刊＋ 材＋ * 
＋ 

＋ 

＋ ＋ ＋ →ー ＋ 

→＋ ＋ ＋＋ →~ -!II -IIι ＋＋ ＋＋ ＋制十 判ト→＋ 制＋＋

十 ｜「ー ＋ →＋ →ー

骨← →＋ →＋→← ー← ＋＋ ＋ ＋＋ 嚇＋＊ -II-

村← 骨＋劫＋ 制＋ 判＋ 4仲 嚇＋ ＋＋ 

＋＋＋ 判＋ →＋ 骨＋ ＋ ＃＋ ＊→ー 品＋ 判＋＋＋ -ffー

＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 

持ト →＋ ＋＋＋ 叫＋ ＋＋ 

＋＋  ＋＃ * 引＋
注） 24'C, 2＜時間培策したとき、それぞれω幽の菌融の桂出走

事いも山より＋什，廿，＋で，I、す。
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→＋ →＋ ＋骨骨~ →＋＋ 

寸＋ ＋＋ ＋ 

4件＋← 判十判＋ →← 

＋ 

十＋ ＋＋ 

十

言tE 試 F 山土

全 全
A B 

体 体

* -Ill- ＋ ＋ 

→ー

＋ →← 

＋ →ー

制＋ 噌＋ ＋ →← 

→－ ＋ 制＋

件＋ -II+ ＋ 十

→← ＋ 

＋ ＋ ＋ 剖←

＋ 



Table 33, -zツタケにおける徽の分布

I~ 
良 A 良 B 良一 C 試－A 試－ B 試 C 試ーD
石柄 石柄傘内 石柄傘内 石柄 長部 柄傘内

石突郁 柄傘剖l
全

突剖l傘部 突部部部部 突部部部部 突剖l傘剖i 部部部 体

No. l ＋ ＋ ＋ ＋ 

No. 8 ＋ 

Nn.17 ＋ 
」ー

No.68 ＋ ＋ ＋ ＋ →← ＋ -lit-＋ ＋ ＃＋ ＋＋  制＋ ＋ ＋＋ ＋ 

Penicillium No.85 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 -fll- ＋ 

No.93 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 4← ＋ ＋ ＋ 制十 十 村＋

一No.96 ＋ 

No.10'2 ＋ ＋ →← -+i- ＋ ＋ →ー →＋ ＋ 

No.128 ＋ 十

No. 7 

Rhizopus 
No.52 ＋ ＋ ＋ 

Noia; 十 →ー →ー ＋ ＋ 

No.H五 ＋ 4← →＋ ＋ 

Aspergillus No.57 ＋十 ＋ ＋ ＋ ＋ 引＋ ＋ ＋ ＋ 
-mger No.72 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

No. 3 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

No. 5 ＋ 

No.11 ＋ 

No.12 ＋ 

No.19 ＋ 
Aspergillus 

No.:20 ＋ 十 ＋ ＋ 

No.42 

十
十

~o.44 ＋ 

No.62 十 ＋ 

No.65 ＋ 十 →← ＋ ｜十 ＋ 十

No.88 ＋ ＋ 十

No.29 ＋ 

Mon ilia No.47 十

No.13.l -ft!- -ff!-

Alternaria No.104 十 ＋ 十 ＋ 

一1-~f~~＼＇！＇ per ~o.82 ＋ 十

Botrytis No!Ol +: ＋ ＋ 

Fusarium No.38 十

Helmintho No3:J ＋ ＋ 
-sponum No.too ＋ 十 ＋ 判＋ ＋斗 ＋ 十 ＋＋  

Albugo No . .61 制十 判＋ 判← ＋ 

Mucor No.59 ＋ ＋ 

Pythium 
No.36 

No.117 ＋ 
Phycomisetes 

No.18 ＋ ＋ Phytophthora 

Ascomycetes No.22 

不 明 No.46 十

不 明 No.97 十

不 明 No.135 ＋ ＋ 

注） 1. 24℃， 10日間培益したとき、それぞれの薗ω発生程度を多いものより十什， +t,+ ・c・，，：、す．
2.菌内種類ω番号は、分離したf,;j種山幽株を，I、す巴
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＋ 

＋ 

試 試
山土E -F 

全 全
A B 

（本 体

＋ 

* ＋ →＋ ＋＋ 

＋← ＋ 

→＋ →← 

＋ 

＋ 

＋ 

→ →＋← 

＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ 

十 ＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 



部にはもちろん，良質マツタケの内部にも目立って多いことは興味あることであるく82〕。

5. 変敗マツタケについての人体実験；採集した変敗マツタケおよび人工変敗マツタケ（ビ ζ

ーノレ袋に包み， 18～19℃でむらす。〕を著者および家族の 1～2の者が食して中毒実験を行う。そ

の方法および結果をT社)le 34に示す。

Table 34, 変敗マッヲケの人体実験

試 料
調理方法 （人性別名） 給 食 量 症 状 備考

No. 採集1961 状 態

1 
煮 I （古） 22.5 g 

下腹気持悪し。生70g~ー 45.5 g 
T（♀） 11月6日 開表面茸ぬるけ甚

22.59 
試－A

2 生55g一生ー幻自 I （古） 27 g 腹少部じん麻疹
し胸苦し。

3 普茸、腐敗少 生110g主ー529 I （古） 30 g 喉気持悪し。

一11月16日 試 B
4 同上、人工変敗 709一生－－31g I （古） 31 g 喉、胸気持悪し。

5 

腐中 敗開 茸中

生115自主..－5ogT（♀） 25 g 

11月16日 食用時気持悪し。

6 生35g ー主ー22.5H（古） 22.5 g 試－c
日 小人

7 1 1月16日 腐開 敗茸 甚 生50g一ゆ一で一ーる82 g I （古） 82 g 喉、胸気持悪し。

8 奮腐敗，中甚開（，数開本茸） 生200!1牛一一一者ー260g 
I （古） 130日 胸むかつき幅吐を
T（♀） 130 g 催すが幅吐せず。

9 同上 生4og-L2ogH（古） 20 g 
少しぬるけ 小人

一10 腐開 茸敗 中 生209_i!Ll2.59 I （古） 12.5 g 

ト一一一一一一

11 腐奮 敗茸 中 生z59L25.1gT（♀） 25. 7 g 幅吐はしないが、

一 胸より喉のあたりが

12 腐開敗茸 中 生50g --1t.___ 50日 I （古）
気持悪く吐きそうに

50 g なる。

ト一一一一一一一

13 I 1月19日開茸 生30自主ー 36.5I （古） 20日 試 D
虫，ぬるけ甚 自

14 開茸 生120g主－859 I （古）
47 gー3h ー』後 25 g 

虫，ぬるけ中 ι0ニ5h.k.量13 g 

一15 虫開， 茸ぬるけ中 生70g主.＿53g T（♀） 30 g 5一一h一後一ー23g 

一16 腐開敗茸，自力ビ甚 生100g生ー55g I （古） 55 g 

一 気持悪く、腹くあい

変良敗質茸の人工
60 g生－ 30日 I （古）

悪し、 II匝吐しない。
17 キノコ 30日

ト一一一一一一
パエ甚

18 人山コ地工パ変変エ敗敗茸主キ主町ノ 70 g三千 60g I （古） 60 g 

腐綿山キ地ノ敗変コ敗ノ〈茸エ中． 250自主ー110g 
I （古） 45g 

試 F19 T（♀〉 45 g 腹ぐあい悪し。

11月26日
血甚 HI古）小人 zog （人工変問。

トー一一ー
良質人工変敗

20 綿キノ虫コノf甚エ， 試 E

21 12月 l日腐表山地面変敗乾敗燥茸甚 70 gー主－－659 T（♀） 659 変化なし。

22 12月5日向上 50 gー監－－259 I （古） 259 変化なし。

中毒実験（））結果，猛烈な咽111:を伴う中毒はおこらなかったが，胸のむかつきなどの中毒症状を

-(8<) 
体験した
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Table 35, マツタケ腐敗菌による 7 ツタケの腐敗状態

蘭 2.5 ヶ月後 5 ヶ月後
σ〉

種 腐敗 状 態
腐敗

臭
類 程度 程度

色 状 態

No. 5 -ff!ト 淡茶，白粘ii~甚 制ト
干1鹸臭 灰白色 粘表液多くぬるけ甚
少し木葉臭 少し禍色 面溶

No.ll ＋← 濃茶粘液 叫← 本7祭ッ典タ．ケ4特i鹸＊＇＇，昆B胤布央敗益拠 偶色 寒天状の強いけ粘甚 り、表面
？齢呉基 皮有ぬる

No.13 ＋ 自粘液乾 ＋ 椎茸臭の良い臭 灰白色
汁液乾燥、白粘表土状
水に溶ける、 面皮有

No.15 十 黄汁液 ＋ 石盤臭，悪臭なし 黄色 r十液乾燥、水に溶けレモ
少しマツタケ特有臭 ン色表面皮有

No.23 ＋ 粘液 ＋ 木葉臭 淡禍色
汁表液少しぬるけ、精粘ii主
面皮有少しi容

No25 ＋← 茶粘液 4十 マ業ァタケ特尚歯栴の脇拘E陣＂＇拠・4忠日良＂＇ 石 . '" 禍 色
粘表液多くぬるけ
面少しI容

No.26 ＋ 淡茶汁ii~ ＋ 臭気なし 淡禍白色
汁一械なし
表面皮有

No.27 判十 茶粘液 ＃← 木葉臭 淡禍色
さらっとした汁液
表面皮有、極少由るけ

No.30 刊十 茶粘 t世 制←
マツタケの

偶色 粘表液由るけ甚
むれた臭 面溶少し皮有

No.35 件← 淡茶，白汁ii主 判← 椎茸臭 灰白色
さらっとしfこi十『由
表面極少しぬるけ

No.37 引十 濃茶粘ii~ 引叶
マツタケ特有の腐敗臭

淡褐色 寒表面天状溶粘液ぬるけ甚
木薫，石鹸，昆布臭

No.44 ＋← 茶粘液 ＋＋ 
マ本藁y : Iγ，岨特．有同内脂市敵兵県

日音褐色
精さらっとした丘液

坦，＼！；.！，拡 表面皮有少しぬるけ

No.45 刊十 日音褐汁液 -t+ト 木葉臭 H音褐色
汁液少
表面皮有ぬるけ甚

No.46 柵十 I党黄白粘液甚 制←
木葉臭

淡偶白色
粘目白甚 ぬるけ甚

少し行鹸臭 形崩れ大＇！＇－ it

甘055 ＃十 自 f十械 村＋＋
{1鹸臭

淡黄lヨ色
さらっとしたこ汁液

,'[t¥臭なし 表面皮有

No59 →村ー 茶粘 ii~ 制作
マツタケ特有の廊敗臭

縄色
汁I世少し粘り

本車，石晶，昆布臭 表面皮有

No64 →ー 粘液 →ー
＇－•鹸臭 淡褐色

汁ii~乾燥、事天状
世、臭なし 表面皮有少しぬるけ

No66 4ト 日 11' ii~ 判ト 干7 ツタケ具 灰白色
さわっとした汁ii~多し
表面少し併

No.69 引H← 濃茶粘液甚 -ff!← 
マァタケ特有の繭敗臭

淡禍白色
ぬるけ甚

木藁，石鹸，昆布臭 表面持手

No.70 -Ill+- 自粘液甚 ＃＋← 千五鹸臭，木葉臭 白色
ぬるけ粘液甚
大部分待固形少し残

No.71 ＋ 粘 ii~ →ー
石歯臭，マフタケを

I炎筒色
汁彼乾燥、寒天状粘液少

むした臭，悪臭なし 表面皮有、少しぬるけ

No.72 斗十一 茶粘 i~ 4糾ー 木葉臭 I堤禍色
ぬるけた什ii~
表tlti1.l<有

No.73 ＋＋← 茶粘液 斗持←
マツタケ特有円腐敗臭

H音尚色
ぬるけた，，＼ifli

木葉臭 表而t谷

No.75 判件 i農茶粘ii~ 甚 判＋←
マツタケ特有の腐敗臭

暗掲色
来大状、ぬるけ甚粘iili

木薫，石歯，昆布臭 多L、表thi大＇Iーの

No.76 →← 1炎黄白粘液 -tt+- 木業臭 灰白色 ぬるけた粘液
少し石市産臭 柑禍色 表！制大部分的

No90 ＋ 粘液 十
マツタケ特有の腐版臭

淡禍色
汁液乾燥、世しぬるけ

本草臭 表面皮有

No.92 4← 黄白粘液 -tH← 
マツタγ特有の腐敗臭

黄禍色
ぬるけた粘被

木葉臭 表面皮I容

No.93 →← 茶粘 ii主 →← 石商産呉 偶色
ぬるけた粘液
表面ii主有

Nα94 →← 白粘液 →l- 子1 鹸薬 臭 ！火補白色 さらっとした汁i由
木臭 相、色 表面皮有少し由るけ

No.95 4← 濃茶計i佐
マツタケ特有山臭 ぬるけ基、粘波多L

→村← 日音禍色本藁臭，石曲，昆布臭 表面皮大部分俗

No.96 正常 ＇－＇曲面！央 淡禍白色
さらつとした什雄、少しぬるけ、表

しめり！見 面皮有、固形物変化なし

No99 →← 茶粘液 →← 
千i鹸葉臭 淡褐白色

輸さらっとした汁機
木具 表面皮有少しぬるけ

NolOO →← 茶粘液 斗＋＋ イゴi鹸臭木 淡褐白色
ぬるけ甚、粘液

少し葉臭 表面皮俗

No.101 ＋ 白 r十｛由 ート 干椎茸臭 灰白色
什倣乾燥
表面皮有、少しぬるけ

Nol02 -II+← 茶粘液甚 引H←
マツタケ特有山庸敗臭

淡禍色 ぬるけ、粘液甚
木章臭 表面柑俗

無処理
茸 変化なし 蒸しマツタケ臭 淡禍色

さらっとした汁摘、表面世Lぬるけ
淡い色 度有、固形物かたい

備考） Proteus mor.ganiiを同様に移植して比較したところ、千椎茸具を莞L、色は灰白色汁液状で、

表面皮の溶解もなく、堅い固形物のままであったーすなわち腐敗は少し行なわれた程度である．
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6. マツタケの腐敗と腐敗状態：良質滅菌マツタケ（三角コルベンに生マツタケ35~と水 5C<::.

を入れ聞けつ滅菌する．〉に単離した菌を移植し，室温に放

置して腐敗状態を観察する．その結果はT紋>le35のごと

く菌の種類によって特色のある腐敗を認めた。一部繊維質

を分解する菌の存在をみたが，完全な分解はみなかった。

(83〕
マツタケに被害を与える動物として，岩出 は野獣，

ナメクジ，線虫，キノコムシ，マツタケバェ，オオマツタ

ケパェ…ーなど5科20種をあげているが，良質マツタケの

腐敗時に仔虫（キノコパェの幼虫〕，線虫，狸々ノミェの幼

・成虫の存在を認めた。また腐敗マツタケは勿論，それ以

外の山土にも線虫を多く認めた．マツタケより分離した仔 Fig・36, ｛子

合 合

♀頭部 ♀尾部

Fig. 37，線虫 （×50) 
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虫をFig.36に，線虫をFiε.37に示す。 特に線虫はマツタケ培地での増殖が極めて旺盛で，

たちまちマツタケの組織を喰害し，繊維質も残さないほどであった．山地においてマツタケが完

全に腐敗してしまうが，これには土壌線虫が大きな役割を演じていると考えられる。

7.小括

マツタケの生長はすみやかであり，それだけ酵素的にも活性状態にあると言える。したがって

自家消化による変敗や，微生物，小動物による害をうけた場合の腐敗は迅速である．マツタケに

付着した菌をマツタケ培地で分離したところ，その種類も多く微生物による汚染の甚しいことを

知る。またこれらの菌は土壌菌と同じものが多いことを認めた。特に小動物による喰害とともに，

土壌線虫の喰害はマッタケの繊維質の分解および7 ツタケの腐敗に大きな影響をもつことを認め

た。

F
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第四章 マツタケ変敗菌によるヒスチジン，

フェニルアラニンの脱炭酸および脱水素

1. マツタケ腐敗菌の特性

人体実験にて催カ込めた中毒マツタケより分離した菌を用い腐敗させたマッタケ行被をSH系シ

ロネスミに経口投与および皮下注射したところ，中毒症状を呈したり，死亡した菌株および培養

所見より特殊と恩われた菌株について，WARBURG検圧計を用いた脱炭酸能を守HUNBERG音を

肘いて脱水素能を調べ，更にカタラーゼの作用を検査したところヒスチジンおよびフェニルアラ

ニンに対する脱炭厳能や脱水素能の強い菌株やカタラーゼ活性の強い菌株が7 ッタケ腐敗菌には

Table 36，各種菌株の主な性質

生菌試釈による死亡 生繭，滅菌試料とも死亡 ィ、死

、試内験ミ科＼対や ~~： !=I ~~· eト＼！－1（土）： ~~~ t＋←J ) ~~~ ::ti Hi• （・+-l Hi, I世＋）
Phe （少＋J 0' （一〕 Pheitio"

n 73 20 30 55 21 37 n 11キょ 11白 64 75 81 割） 102 19 59 66 69 70 86 92 94 :lOA 76 
Urease v ν ＋ ｜／ 一
lndole ート ＋ ｜／ →＋← 

十一ー
H"S ＋ ＋ →＋← ＋ →ー →＋← 一＋ ＋← 一
SM 培地 子cy三ヌき/+ ？と7-7-7-Y+ Y+ y三アてごァ三ヌζ／ yて：ァて：クてこアてご~ 7-少f少と／ ァ三
KL 培地 pどヌどヌき/-ヌ〈メ/-7-7-ごy三/-ヌどpどヌど／ yζ y三タギi歩そこ1メ yど7-ヌど ／ フィ：
Citrate 十 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ....... ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ｜／ 一斗 ＋ ー＋レ／ ＋ 
Arabi』nose ＋ ＋ 十 一｜／ 一＋ ＋ ＋ ＋ レ／
V.I' ＋ ｜／ ｜／ ＋ ＋ I/ レ／
M.J< ＋ ｜／ ＋ ｜／ ｜／ ＋ レ
Gclatinase →＋← －＃← →＋← -ll← 4← →＋← →＋＋ →＋十 →十＋ →← →仲 →ー →，＋ 4← ＋ 
じata lase →← →← 寸＋＋ 十 ＋ →＋ →＋ →← →十 ＋ 十 →＋ * →＋ ＋ →← →← ＋＋  4十 →← ート →← 引＋ ＋＋ 
Gram沿色 •I 、 l'i 小I'! 時ー』←I'! 竹• •Iー←I'! 世＋l::: ’i、1'1 I一そ←作微作 曲作

’i '"' 
•11'1 •I 作 •JN ーjに'l, ,. ... H白 M’ ... 胞 kl<N •\" ト'・ ’l l'I 小川 ーk←＇I人－←球 •11'1 小仰

日、峰山色 1過 ,,, ，，，吹 山 市ず逓Jiil 1ド過 民Cl 制 ,., 札出II z字灸通肌 ;[1, .v肌韮 出1'1;r会通肌 1IP'I; g炎11¥ II 礼剖 も中が退Jill 山吹｜前lI 7員kポ土・t i'I 「l ''"'Ill 礼l’i 出lドl

前刊Iiil也 →仲 →＋ →← →ト →← 一→← →← →← →← →十 →作 →＋＋ →＋ ＋ →十 ＋ →＋ ＋ -ffl 哨＋

t'..i!MI: t白地 寸十 ＋ 

Decarbo His 
村＋＋ →← →＋＋ ＋ ＋＋ー →一 骨骨十 ＋ ＋ 十 制十 ＋ ＋十 ＋＋  ＋＋ →← ＋ ＋＋ ＋＋ ＋ 十

-xyla出 Phc 一土 十＋ →← ＋ →← ＋ 十 品＋ 咋＋ ＋＋ 十十 土 ＋ ヱ →← 
'f品Eii ii 3 3 ー》 ’‘》 2 3 7 2 ．〉 4 3 2 。P り 。。。() I () 。。（） （｝ 
'Hill!以

3 3 3 3 5 3 4 7 3 3 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 出Jj ,f "・"'""'" 
＇＂・ （.., ' 足i<Ui;I I O 0 0 り l 0 l 】'} ') 4 2 4 4 2 0 。。。。｛） 。。り け
牝亡j!( ドu乱射
"・"'・・ _,,, :l 2 2 -白， 2 3 2 3 4 3 4 2 4 4 3 2 ‘M J》 “ 白》 ’・3• '} ゾ ι》 2 ・》 •) 

ff 11 0.25山～0.5cc.刻印 fojれも死亡せず。
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〈以】〉

注） 1. Urease: CHRISTENSENの尿素培地を用い、尿素の分解を検す。すなわち、尿素と指示薬（フェノール
(91) 

レッド（P.R.））を含む培地で陽性（＋）菌はアルカリ性になリ、 P.R.の赤色を示す。
(91. 92) 

2. lndole: lndole反応はKovacs法により産生の有無を検す。

3. H~S：鉛糖紙を培地の綿栓にはさんでこれの黒変およびKUGLERの培地の高層部の穿刺線に沿っての
(91) 

黒変により産生を検す。

4. SM (Sucrose/Manni to!) RUSSELL培地の乳糖を庶糖に、フドー糖を＂？ ／ニットにかえた培地でGは
〈割》）

ガスの発生をまfす。
（似〉）

5. KL (Lactose/Glucose) : KUGLER培地で、 RUSSELLの培地にさらに硫酸第 l鉄その他を加え、

糖分解性と HcSの発生の有無を同時に検す。

6. Citrate：クエン酸十トリウム培地（釘MMONS）は、窒素源として無機アンモニア塩、炭素j原としてクエ
｛訓リ

ン酸のみ含む培地で、この培地での増殖の有無を検す。

7. Arabinose ．分解性を検す。
(91. 92) 

8. V.P. VOGES-PROSKAUERの反応で陽性（＋）は、 エオシン様の桃色と蛍光色を呈する。

9. M.R. メチノレレッド試験で、反応陽性（＋）は培地が赤色となリ、陰性（ ）は黄色を呈-t'＜~~ •:> 
(91) 

10. Gelatinase：ゼラチン液化作用の有無を検す。

11. Catalase: H'.!0＇.！の分解能を倹す。

12. Gram染色普通法によ ＇；，＇：

13.酸性培地，塩基性培地 発育を示す。

14. His: HistidineをPhe Phenyl alanineを示寸。

15. Decarboxylase：脱炭酸能の有無および強さを示す。第四章 1' ( 1 ）参照。
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多いことを認めた（ 84)0 Table 37，凶と脱炭酸

これらの菌の特性を Table 3 6に示す。また

Table 37にpHとヒスチンンおよびフエニノレアラニ

ンの脱炭酸の関係を， Table 38にこれらのマツタケ

腐敗菌の pH7.0におけるヒスチジンおよびフェニノレ

アラニンの脱炭酸の強さを比較したものを示す。また

ヒスチジンおよびフエニノレアラニンに対する脱水素能

の強さを Fig. 38 に，カタラーゼの有無をTal立e切

に示す。

1 .脱炭酸能の測定法；供試菌はいずれもプロテ

オーゼベプトン培地（プロテオーゼベプトン（Difeo)

: 20 'i , Na Cl : 2. 5 'i，蒸留水： 1e, pH: 7.8）にて，
30℃で培養し Fig.切に示すように旺盛な発育をきた

した10～12時間培養菌を掻き集めて，これを生理的食

塩水に浮遊せしめた後 10,000r, P, m, 5分間，遠心洗糠

を3回反復した静止菌を

滅菌蒸留水に溶かしたも

のを用いた。（ 85) 

ワ ノレフソレグ検圧計の

使用法については，主と

して笹川，関根の方法

( 86) 
に準じて， Dion 

( 87) 
の手技によった。

すなわちC匂吸収のため

には 33%-NaOH(if'紙

浸漬〕 0.2CC.を用い，主

室には酵素液として菌液

lCC.( 5～wmrvtc.濃度〕，
緩衝液 C0. 1 M一燐酸緩

衝液 pH7.0，または

孔V5一酢酸緩衝液 pH

5.0' または M/10-

Clark -Lubs緩衝液

pH 9. O〕0.4 CC，測室

はM/100一基質（加え

「占

I~ 
C02 生 I在 量

"e/噌 .Cells／印刷

株
ヒスチジン ブェニルアラニン

5.0 （） l.697 
~u 11 

7.11 19. l伺 0. 764 
（制）

9.0 3.069 3.537 

5.0 

--------Nu 11 

7.υ 2.29fi 16.440 
（向）

9.0 0. 708 

--------5.0 0.424 

--------ト0. 37 7.0 も.754 2. 728 

9.0 l.538 

--------5 0 （ー） 2.8,0 

No 71 7.0 1.319 3ぽJO

9.0 （一） 0. 772 

注） I CC＂の生成 fi¥:"'e＇筒休乾物股｛咽）で不す．
2 閣株のトollは霊l省で、（ゑ口お KCJ（白）は紅・臼に

解臨した簡を，I、十。

3 I l.t脱僕融なし．

Table 38, マツタケ腐敗崎山ヒス Fン／およびフヱエルエチルア、〆山脱炭惜能

~I ：~ 八 lμe! mg, Cdb i却圃1,,,1.,,c.11,・"'.. I＂＇崎山田 lue/噌・

'" 72 

（一）~Q 73 
生ト一一一一ーー

薗iト＇ '° 
試ιト一一一一一
料 ISo:I E 
に「一一一一一一ー

よ｜《＇ " 
る「一一一一一一一一
死INo 21 
亡「一一一一一－

Q 37 

（ー）

（ー）

（） 日
一
川
一
一
三
川

山
口
一
円
一
一
三
一
円

8.U'.!5 16.775 

1.709 

3.54泊

:.!.,168 

0.005 8.048 0.0潤

1.665 2..188 d.656 2αJO 

No 71 1.231 1.:119 1.876 

0. 764 

2.9刷 :J. 75~ 1.616 2. 72H 

'' II I制）

品目五；；
薗いに＂＿ 1 7.0 

試I'" " 料ドー一一一－

tい己L
空いo 田

0.797 

12.457 0.<15:.:I L9.190 

1.340 

0.:!73 

よ296 l:.!.910 16.'li¥0 

0.754 1.593 1.109 

0.6'9 

4.044 

2.370 0.8'.l4 2.653 

4.998 11.:roo 4. 710 

No 102 :!.657 

0.697 」4政｝ :l.138 0.8:.!7 

0.619 1.978 2.668 

No 19 0.642 （一）1.5fi0 0.0'4 

除。 59 0.931 。岨3 0.840 1.055 

0. 741 

No 66 

不 INo 69 

I o 70 

I h 田
正L一一一一一一
h 担

No 94 
ト一一一一
No30A 

2却8 2.:123 1.5凶

0.547 

I .SSA 

0.407 8.524 

2出8 3.706 0.214 2.4却

0.'46 0.936 （） 1.888 

0.240 0.242 2.1凹 0.2曲

1.306 1.:t!2 （） （ー）

No 76 0.350 

1.938 0.619 2.983 2冊6

0.158 （一一） （） 

54-

注｝ l 薗の区分＂＂ pネズ三に対する場性によるM分を示十．
2. com生成尿1~~f!Mf~鉱物鑑｛噂）で示 r

3. ( ＇＂腺炭厳なし．
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Fig. 38, 各菌種のヒスチジン（ His）およびフェニルアラニン（ Phe) 

脱水素能

Table 39, カ 1J ラーゼの有無

l岩 株
No. 11 No. 11 

No. 21 
No. 30 No. 30 

No. 37 No.:5 I No. 59 I No. 64 I No. 66 
車工 臼

No. 19 No. 20 
A B 

No. 55 

活性の

* ＋ ＋＋ ー＋ ＋← * 十 朴 ＋ ＋＋｜朴｜仲｜＋
有無

No. 69 N日70 No. 71 No. 72 I N口B72 No. 73 No. 75 No. 76 No. 81 No. 86 No. 90 No. 92 No. 94 No. 102 

＋｜枠 l朴 l特 i枠 ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 件 ＋＋ ＋ ＋＋ ＋ 

注） -Ill-は強いもの、骨は中程度のもの、＋は弱L、もの
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Fig. 39，菌の増殖状況

注） 1. a～bのときを普通は用いる。

2. ・印の若い菌を使用する。

ないときは滅菌蒸留水） 0. 2 cc.，助酵素として M/100 ピリドキサツレ燐酸0.2 cc.およびM/100

MgS04 0.2CC，更に緩衝液のNa＋に吸着されたC02を追出すため， 3Nー匝S0 4 o. 2 cc. 

を加え全量を 2.4 cc.になるごとく中性蒸留水を加え，ガス腔は空気として37℃±0.1，振とう回

数 108／分として計測した。

2，脱水素能の測定法；供試菌は上記の脱炭酸能測定に用いた菌を，同ーの方法にて培養し，

洗樵の上静止菌としたものを用いる也実験の方法は石ポ叫三山（89）の方法を参考にし，専らツンベノレ

クー管手技に従ョた。すなわちツンヘルグ管の l側に高速遠心洗糠の新鮮培養生菌を静止菌として，

10711ル'CC.濃度で 0.5 cc.容れ，他側の管には蒸留水0.3 cc. （対照はo.4 cc.〕燐酸緩衝液（pH7.0〕

0. 5 CC, M/  100一基質0.1 CC, M/  1,000←メチレンフノレー液0.1 cc.を容れ，真空ポンプで15

mm Hg-まで排気し， 37℃士0.Iの恒温槽内で10分間温めた後，両管内容物を混入して，ストップ

オ γ 千で脱色時間（ T〕を測定し， 1/T x 100 =Reduction Indexとして表示し， control

（基質を投入しないもの〕と比較する。

3. カタラーゼ作用の検定法：菌体について，匝臼の分解能を調べる。

Table 38 K示したように，マツタケ腐敗菌のうちヒスチジンの脱炭酸が強い菌株lf6.20, 55‘ 

11紅， 81はいずれもその生菌または滅菌汁がシロ不ズミを死亡させた菌であり，フエニノレアラ

ニンω脱炭般が強い，菌株.1r6.1 1白，およびlf6.81もその生・滅菌汁がシロネスミを死亡させた菌で

ある。 シロネズ 4を死なすことの出来なかった菌は一般にヒスチジンおよびフェニノレアラニンの

脱炭酸が弱L、が，バ6.66株， lf6.69株および必70株はヒスチシンの脱炭酸にやや活性をあらわし

た。

またゾロ干スミが死亡した薗にはヒスチジンおよびフェニノレアラニンの両7 ~ノ酸とも脱炭酸
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するものが多いことを認めた。

脱水素能については， Fig.38に示すように基質を投入することにより失活するものもあるこ

とを認めた。特に116.11株（霊菌〉はヒスチジンやフェニルアラニンの脱炭酸能は強いが，基質投

入により脱水素能は逆に弱くなる。

2 マツタケの腐敗と霊菌

百ble36に示した菌株i.).11は霊菌（Serratia rrarcescens :airomo凶cterium pr吋igiosuり

である杭本菌を反復分離培養し，Fig.40.に示すように紅色系と白色系菌に集落解難を試み，司1をそ

れ羽1純化して安定した両変異株Fig.41を得た。司ゅの変異株の脱炭酸能は，百ble~7. 381'L示すようで

あり，ヒスチジ刈乙対して出紅色系菌がpH7,0で最も顕著な活性を示し、白色系菌は迄かにこれに

は及ばないが，フェニノレアラニンに対しては，紅色系より白色系菌の方が活性が強い（97）。 特

に霊菌を滅菌良質マツタケに移植して腐敗せしめると，繊維素の変化はないが，表面の粘質化（

ぬるけ〉が甚しく，山地において自然に腐敗したマツタケと同様の特有の臭いをもつようになる。

このように霊菌は脱水素能は小さいが，脱炭酸， H202 の分解酵素活性および各種糖類の分解

能が高く，マツタケの急速な変敗に一役をなしているものと思われる。

’Table 40 に霊菌の主な性質を示す。

Fig. 40, 霊菌の紅白解離集落

Fig. 41, 分離した紅，自の霊菌

57ー



Table 40，霊薗の主な性質

GRAM 
Catalase lndole Citrate Sucrose Mannitol 

染色

紅｜微小梓菌 ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 

臼｜微石早菌 ＋弱 ＋ ＋ ＋ ＋ 

注） 1.脱水素はReductionIndexで示す．第VII章1. (2）参照。

2. lndoleは産生を、Citrateは利用能を、僚は分解を示す．

3.その他は Table36（注）を参照．

3 小括

Lactose Glucose Arabi nose 
脱 水 素

His Phe Con位。l

68 55 
100 

74 86 

一般に細菌はアノレカリ性で生育がよいが，マツタケより分離した腐敗菌（98〕には酸性で生育

がよいものが多い。またマツタケ中毒菌の中にはヒスチジンおよびフエニノレアラニンに対する脱

炭酸能の強い菌が多いことを認めたが，この事実はこれら諸酵素の活性化をもたらす条件が与え

られれば，マ γタケ中に存在するヒスチジンおよびフェニノレアラニンの脱炭酸がおこりヒスタミ

ンおよびフエニルエチルアミンが容易に生成される公算が大きいことを示す。特に霊菌の紅色系

のヒスチンン脱炭酸能は顕著である。
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第四章 マツタケ中毒菌としての

Balleru p菌の意義

自生中に変敗して生じた中毒マツタケ（著者らが食べて中毒したもの〉より分離した菌を良質

滅菌マツタケに移殖し，腐敗せしめた人工変敗 7 ッタケを食べ中毒を再現する菌を検索した（99,
100, 101) 

1. マツタケ中毒菌の分離

1. 中毒マツタケの採集

A 中毒マツタケ－A(Fig. 42）…… 1964年10月18日朝， 滋賀県犬上郡多賀町一円，堂谷

山より採集。

a 試料の状態： Fig.42のように一部が腐敗し粘質化（ぬるける〕したもので約60Fの

マツタケ。

Qdし却を回
状の却に後斗き2

Fig. 42, 中毒7 ツタケ A 

b 採集前の気象；採集前の気象はTable41 のようであり，採集の前日は雨天であった。

症ケちケ食つ後2
毒タわタロか分後
中ッなッるむ胡間
マすマべて’時
c記’焼食しし1
上1一2をて分催

e 
hU 

R 

10 

山地にて

7時測定

彦根気象

台測定

毒
而T

月

気温℃

地温℃lllan

温度%

天候

最高℃

最低℃

平均℃

平均慌度%

雨量四

地温℃IOan

ケ

DJ’ 

9 日

14.0 

13.5 

94 

雨

19. 7 

11. 8 

15.4 

72 

2.0 

27.0 

侃

状

象

気

の

前…

集

採

A 

10 日 11 日 12 日

7.0 8.0 13.2 

7.5 8.8 12.0 

85 85 94 

20.0 21.2 19.0 

7.4 6.2 10.5 

13. 7 13.6 15.3 

68 76 80 

3.0 

26.9 26.2 26. 7 

-59 

13 日 14 日 15 日 16 日 17 日 18 日

15.5 15.5 13.2 12.0 16.5 15. 0 

14.5 15.0 13. 2 12.0 15.5 14.5 

100 100 100 100 94 94 

雨 雨 雨

17.6 21.0 23.2 24.5 22.2 19.2 

14.5 15.2 13. 4 10.5 16.2 15.3 

15.6 17.8 18.J 17.1 18.2 16.5 

94 87 73 80 85 72 

57. 3 12.9 4.5 0.1 

26.5 27. 3 27.0 26.1 26.4 26.8 



回，、更に4時間後2回幅吐する。その後咽喉から胃に膨満感があり， mゴネゴネ”した（不消化

な〕感じで気持がわるかったが， 12時間後には平癒する。体温は38℃，流涙あり。 ( 0 44才）

B 中毒マツタケ B (Fig. H）…… 1965年10月14日朝，中毒マツタケーAと岡山林より採

集。

a 試料の状態： Fig.43のよう

に板元から柄の部分が腐敗し，粘質化

（ぬるける）したもので約40Fのマツタ

ケ

b 採集前の気象：採集前の気象

はTable42のようであり， 採集の当日

は雨天であった。

c 中毒症状：上記マツタケの約

t，すなわち20'I K醤油を添加して煮た Fig. 43, 中毒マツタケ B 

ものを 1日冷蔵庫 Table42, 中毒マツタケ B採集白iJの気象状況

に保存して食べるロ

食後 5分してむか

つきを催し， 15分

後に猛裂な幅吐を

2回する。口の中

はにがく，頭は少

し痛み， H匝日土後も

10 

山地にて

7時測定

彦根気象

台測定

月

気温℃

地温℃JO珊

温度%

天候

最高℃

最低℃

平均℃

平均温度%

雨量醐

地温℃JO冊

5 ll 

11. 5 

15. 8 

9:1 

22.1 

10 0 

16.5 

82 

26.6 

6 日 7 日

10. 5 9.0 

17.0 16.0 

93 92 

雨

19.2 23.1 

15.1 13.2 

16.6 17.9 

89 74 

6.9 

24.4 24.6 

8 日 9 日 10 ll I 1 日 12 8 

12.5 7.5 8.5 10.0 12.0 

16.0 14.0 14.0 14.() 14.0 

87 88 85 86 87 

19.5 19.0 20.6 d：》】少．】少 22.4 

14 4 6. 6 7.8 7. 9 8.8 

16.1 13.9 14.5 14.3 14.8 

55 63 69 69 73 

。。
25. 3 22.9 23.1 2:J. 8 24.1 

13 ll 14 日

12.5 16.5 

14 () 16.0 

93 83 

iH 

21.2 18.6 

9.2 15.0 

15.6 16.9 

76 88 

25. 7 

23. 7 22. 7 

胸苦しく 3 胃の膨満感あり，”ゴネゴネむとした感じで気持がわるかったが， 5時間後には平癒

する。体温は 36.3℃であった。 ( Q 42才〕

c 中毒マツタケーC(Fig. 44）・…・・ 1968年 9月22日朝，中毒マツタケ－Aと同山林より採
集。

a 試料の状態： Fiε.44のよう

に全体が粘質化（ねるける〕していて，

Mucorが生えた約 1305のマッタケ。

b 採集前の気象：採集前の気象

はTable43のようであり， 採集の前々

日および採集の当日は雨天であった。

じ 中毒症状．上記のマツタケ80

Fを醤油および砂糖で佃煮として，その

÷宛を食べる。食べるとき，にが味を感

じた。

Fig. 44, 中毒7 ツタケーC
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例 1) 食 Table 43, 中毒マ yタケー C採集前山河頓状 t見

後10分してむかつ

きを催し， 15分後

に全部日匝吐する。

胸から胃が苦しく，

頭痛を感じる。 3 

時間後から回復し，

5時間後には平癒

9 

山地にて

7時測定

彦根気象

台測定

月

気温℃
地温℃!Ocm
湿度%
天候

最両℃
最低℃
，平均℃
湿度%
雨量醐

地温℃!Oc祝

13日 14日

19.0 19.0 

19.0 18.8 

94 94 

雨 雨

20. 9 21.0 

17. 2 17.1 

19.4 18.9 

84 90 • 

5.5 36.5 

23.6 22.0 

する。体温は36.4℃であった。（ ~ 45才〉

15 8 16日

19.2 18.5 

18.5 18.5 

100 100 

！村

24 0 27. 7 

18.8 17.8 

20. 8 22. 7 

89 78 

o.o 。。
23.0 24.0 

17日 l府II 19 11 "O II "I II 
"" II 

19.0 lH.2 19.() 19.0 17. 5 1.1.0 

19.0 18 5 19.0 19.0 19.0 17.」

1(旧 世も 9・1 94 9.1 'l・I 

,,J,j 1H 1li 

26. 2 28.1 2H.2 2H.:I 25.:! 2.1.6 

19.0 16. 2 17.2 lH.1 1s. 1 12. 7 

21.fi 21.s 22.0 22.H 20. 7 19.0 

84 日l 78 7而 1;:1 79 

。（｝ 1.5 2日 i.s 

24.2 24.:! 2・1. H 24.0 2:!.H 2:1.1 

例 2) 食後10分してむかつきを催し， 20分後， 30分後， 45分後， 60分後に少しずつ噺叶ー

する。体はだるく脱力感があり，胸から胃が苦しかったが3時間後から回復し， 5時間後には中

癒する。体温は36.2℃であった。 ( 0 48才〕

2. 中毒マツタケより分離した細菌の性状について：上記の中毒マックケより，箔VIi－；；：で述べ
たA一③のマッタ Table 44, 中毒マツタケより分離された細菌同性状

中毒マツタケ A 中毒マツタケ B ，，，占－，., ，，ヤ仁

ケ汁居地（井上培

地と言う〕を用い，

前記の方法で分離

した細菌の主な性

状をT油，le44 に

示す。

『試験ミ内ごよーで哩坦思
123456789  1 2 3 4 5日7 8 9 10 1112 1:l 14 15 1日17IH l 」 λ.1 s 

3. マツタケ中

毒と Ballerup

菌について：中毒

マッタケより分離

した細菌（T：試ue

発 育｜血温 ＋＋ ＋＋ ＋＋ キ＋ ＋＋ 

温 度｜室温 ＋＋ ＋＋ ＋＋ 寸＋ ＋＋ 

Urease →h ＋＋ 

Indole ＋ 

H2S ＋セ一＋5 --ts セ
SM培地 -;_-;_ ib.:'. lilL メχ'Xi 
KL 培地 1-1-1.1-Tl-11-f.', 11/'. 
Citrate ＋十＋＋ ＋＋ + +s セ＋
v. p 一＋＋＋ ＋＋ 一十

M.R 

Gelatinase 一＋ ＋ ＋＋ 十
' 膳‘ 明4層4 腸4。0075%KCN培地 一角＋三十5 ち有ちちーセ

Nitrate ＋＋ 十＋ 十十 十十

7 % NaCl~宥I也 ＋ ＋＋ ＋＋ 一＋

Gram染色 岬小問 ·~ •H陣双峰，，搾＂＂＇陽小師 .. ま・－
注） l 表中円数字は変化の起った回数を示す．

＋＋ 一＋ ＋＋ ＋一 十＋

＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 

＋ 

一＋

＋ー +s- +s -ls 
ズヱ｜χズズ｜ズ｜ズメb{メ
XヌズXメ1111-7-1,, 1-
＋ー＋＋ ＋＋ ＋＋ 

一＋ ＋－ 

＋ 
＋＋ ＋ー ＋＋ 
層4甫4 .. 曹4輔4

ーち-44 ＋ー一九
＋ 一十 ＋ 

十一 一＋＋＋ ＋ー十一

現時•$型車，ト開昼間現時
・-R峰
4開店$44）のうちA-1

株を滅菌した良質 2. Aは分解、 Gはガスの直生を示す． 例.-IA Gは曝天階地円高柄部が

分解し、ガスを産生するが、斜面部は陰性であることを表わす．

マツタケに植えっ 3 KCN試験は発育状況を検す．｛閤

4 N；＂＇＂は置元性を検す・ (9¥)

け， Fほ.45のよ ~： ；~c~~~；：，~＝~~~！；~・

十＋ 主＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 

＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 十＋

一＋

-+s +s セー
ズギlズエエ－－；＿メメ互主五五
ヌ；，：；，ltt ltJZ ｜戸｜五又荒メメ
＋＋ ＋セ＋＋ 十＋ ＋＋ ＋一

一十 ＋ー

＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ー 一＋
且＇.. 相4輔4輔4輔4町・‘ “‘ 一角 ーセ ＋ー

一＋ 一＋-+ ＋＋ ＋十

一＋ ＋ 一＋ ＋＋ 
一＋ ＋＋ 

四嘩耳障 震皐健$喫.＇峰.. ＇暗n. 1;_1,. 作作

うにして24℃で腐敗させたマツタケを，醤油と砂糖で佃煮として著者が食べたところ，次例にノ＇F

すごとく中毒の再現を認めた。

伊1]1) 1965年 8月31日，マツタケ30Fを食す。 1時間20分後胸苦しくなり咽吐3回，その

後は平常になる。体温 36.6℃。

例2) 1966年 2月12日，マツタケ30Fを食す。 30～40分後むかつきがくるが嘱吐せず。翌

日まで胸および胃の膨満感がつづく。体温 36.5℃。
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炉1J:3) 1966年 4月5日， マツタケ605を食す。 30分後胸苦

しく，咽吐して平常になる。体温36.5℃。

例4) 1966年4月9日， 向上

例5) 1967年 5月3日， 7 ァタケ60Fを食す。 60分後胸苦

しく，岨吐 3～4回後平常になる。体温 36.6℃。
( 102) 

これらの症状は，全くマツタケ中毒の症状 と同じであり，

食後30分～1時間後にあらわれ，日臨吐後は平癒するが，日匝吐しない

ときは翌日まで胸および胃の膨満感がつづくことを認めた。

中毒マツタケより分離した他の菌による中毒の再現はみられなか

った。 上記A-1株については，更に性状を詳しく調べたところ，
Fig. 45, A - 1株による

マツタケの腐敗血清学的にはCi tr ob叫 ter Ballerupに属することを認めた。

（若）

2. マツタケ中

毒菌としての

Bal lerup菌

の性質

1 .菌の変異に

ついて：本菌を普

通寒天借地に移し，

継代培養を繰返す

と， Ballerup血

清治（この血清は

Bal lerup当該菌

を以って，普通寒

天培地に24時間培

養し， 100℃， 2.5 

時間加熱したもの

（壮） （老）

Fig. 46, A - l株の集落

Table 45, A - 1株 ω性状

州＼
c: z函＂ι己~ U司3 自－ 目F。ii 。” 〈呈 自口。目E云u ; 吋巴。ー空 。z可白一 .r 告冊. 宮ωE。fも凶 牛乱 ガス ~ 亜日sヨl ！~m rtr n ' 司国

：告血 性動 染色
脱炭監 培r、

z 地
培地 甚性草る

A - l株 ＋＋ ＋χ ズ＋ ＋ー ＋ 制＋ー 一＋ー

憎準＂＇＂＂＂＇ ＋子1三一 一：ぬ日＋℃ ℃ t。＋＼ ＋＋ 一＋ 制＋＋ ー＋ ＋ 一令 ＋ （対同）

分解性

ど。目官。~ 。旬。~凶 5' ロロ
。目
t口〉； 
ii' 口E店おZロL望呈o;: ;; 岳FE 宮内 円吾戸RO円l 【Hf 

＋－ 

!+l 
＋一 - ＇ト ｛＋｝ ｛＋｝ 一＋ 十一 ＋ゐー

注） l 血槽反応は参考のため、 Aci'°"'・B≪h.,d,.AJk,Jo劃＂＂＇ Di•P＂，生理的食塩水についても行うか、
これ＂＂＇、つれも陰性である．
2. Ly•・＂＇脱炭酸は Ly叩＂脱炭酷試験則培地（栄研）合用も＂ m:. 1 ，~階建し、継地が明瞭伝索色を星
したとき陽性（＋），黄色を呈したときあるいはボケfこ紫色は陰性｛ー）として判定する． ＂劫
3 M•lo叫＂ 11 Molooo« 府地（栄研）を桐＇＇• 37℃. 4”寺Im繕？をし 明句カに青色となれば陽性（＋l."
緑色は陰性（ー）とLて制定する． "" 
4 HLI省地はi騒闘の有無を検す． (¥ll) 

5.ガスはガス産生全検す． （訓｝
6.運動性ば半流動佳境事天！＆地l’，，に穿制密集すゐと運動性のある薗＇＂脅地金 fふ冷；g，略するこ左によっ
検す． (9¥) 

7 槍分解性liBARSIEKOWの培地による． ｛仰）

. その他はTobi<36. 44. （注｝参照．
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を，家兎の静脈内に注射して作ったもので，当該Ballerup菌のO抗体を含む。この血清と菌体

を混合し，菌体の凝集をみてBallerup菌の診断に用いる。〕に凝集しなくなることを認めた。

Fig. 47のように継代培養して得たそれぞれの菌の性質はTable46 のようである．

本菌は山地に存在する自然細菌であり，その生化学的性質も一定せず，甚しく変異することを

知る。菌がSa崎平離（100,lCB）注文 S型は細菌コロニーの smoothform, R型は rough formの

略〉をおこすことや，継代培養中にBallerup血清に対し陰性になることを認めた。 Fig.48に

これらの変異菌を示す。

2. 菌の培養性

質：比較的に安定

をみたA-lh株

について，次にあ

げた③～のの培地

を用い平板，斜面，

穿刺培養した場合

およびベプトン液

培地で液体宿養し

た場合の生育状況

ならびにH2Sの発

生を，またゼラチ

ン培地に培養した

場合のゼラチンの

溶解を調べた。そ

の結果はTable47 

のようである。

培地

＠…・・マッタ

一

培

o

寒

市

A

上
入
ノ
通

地

井

町

出

普

地

培

（

（

…

倍

ケ

3

地

一

天＠
 

販品35't/£ 

として調整。

0・…・・フロテ

オーゼベフ

A-la(+) A-lb（ー） Aーlc （ー） A Id（ー） A-Je （ー） A If （ー）

A-Jg(+) Aーlh(+) 

’ E AーIi(+)
Aーlj (+) A Jj （ー）｜

A-lk(+) Aーlk （ー）

注） （＋）は Ballernp血清陽性，

（ー）は陰性を示す。

Fig・47, A - I株の継代と変異

Table 46, 菌の変異と生化学的性質

ぷ？と株

A I A-la A-lb A 1 c A-ld A Je A-1 f A 1g A-lh A-1 i A-1 j A 1 k 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ー ＋ー

lndole ＋ ＋ ＋ ＋ 

M.R ＋ ＋ 

V.P ． 

Citrate ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

H'S ＋ +s +s 十5 →E 
Urease +s ＋ ＋ ＋ ＋ 

。0075%KCN培地 ＋ 品 ＋ 十 ＋ 」 ~~℃℃寸ー
Gelatinase ＋ 崎 +a 

Nitrate ＋ ＋ 融ー←関 十 ー ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 軍＋司 ＋ 

SM培地 ア乙 % う4ヲζ A/p. ァこ 子仁 フ1フ1~ 
KL I在地 フ乙 ァiプιァ乙 7... 7三 フ乙 プh ァiY入
Malonate 斗十 村十 →－ ＋ ＋ ＋ 

Lysine脱炭酸能 ＋ ＋ ＋ 

Catalase ＃← ＋＋ 十 →＋ ＋件 →＋ →← ＋＋← 斗＋ 廿十 叶す 制＋ 判＋ 制＋

7 %NaCl t吾地

Gram染色 小得 小梓 長持 小得 双球 中梓現球小双球小耳球小耳嘩小耳球 Jト現球 柑現時大 小双球

J1iB，•にlie対ruすp 骨十 -tt十 十件 -ttt 判＋ -ti!- 判＋血清 る凝集性

注） l 菌株の（＋），（ー）は Ball.cup血清に極集する薗、すなわち陽性を（＋），陰性を（ー）で示オ．

2.生化学性質のテストは対照薗として、肺指梓菌、結醜菌、 Ball.cup薗などを用いた．

3 培養は25℃および37℃暗襲円結巣である．ただし、ゼラチ〆溶解は22℃で行う．

4回数字は反応があらわれるまでの日韓を吊したものである．

5 記号のAは分解を示す。

6.その他は Table36, 44, 45, （注）害照．
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＼ ／ 

A 1 b （ー）A-I c （ー）

＼ ＼  
~ 

A I i (+) 

A-la(+) 

~ 
E～ぺ；ぜ1
＇＂＇；ぷ主曳事 場 J

Z内明文心

二J；~t.~~＂： J I A-≫<+I 
明

イ

が

量

A 1 k （ー）A-lk(+) A-I j （ー）A-1 j (+) 

A - I株の変異と幽

：市販品209十NaCl2. 5 9 / P,として調製。

Fig 48, 

(82) 
ン培地

齢・普通寒天培地（日水製薬）成分

5, 0 ~ 肉エキス'!Jj ~ ( 1 f分〕中

1 0. 0 9 ペプトン

5. 09 NaCl 

15. 0 9 粉末寒天
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・プロテオーゼベプトン（ Difeo〕培地

獣肉をノミパインで消化したベプトンである。

なおA-lj およびA-lk株についてのさらに詳しい生化学的性質をTable48 に示す。

3. 菌のS・R解離について：本菌を継代培養中 Fiε.49のように2種の異なるコロニーを生

ずることを認めた。すなわち smoothなものと rou酔のものであるが， Sは透明で平滑，光沢，

湿潤，整形，集落やや小さく，和凋であるのに対し， Rは辺縁不正，表面組雑， j函濁，乾燥し，

光沢なく，粘気なく，特にマロン酸ソーダで発育のよいものはSが多く，発育の弱いものには逆

にSが少なく Rが多いことを認めた。

本菌はS→ R解離をおこすことや，継代培養中 Ballerup血清に対し陰性になることを認め

たが， Ballerup血清に対する凝集は菌のS→ R化とは関係なく Sおよび民共に凝集するもの

Table 47, A 1 h株の培養性質

観 祭 内 容 24 日寺 I同 ｛長 42 ~ f長

集 落 σ1 形 点、状（必 l胴以内） 円形（炉11醐以上）
平 集落の表面 平滑、水I包状 平治、水t白状

tl:.i 集落の函i さ 41lZlll2>. 中両 4llll1b.. 中前

培 集落 U〕！劫綜 ！？号、 全紙 じミ込 'i': t＇ま

j生 集落 ω 組織 均質 均質

集 1長 Ul 色 柏、黄味をもっf;I(色 ！ズ色

発育の良否 培地①，①， G共に良好 I青地①， C0, 8共に良M

斜 幽 ！凶 Ul Jf~ 閣糸状 糸状

山 l泊伊i ui i:':j さ Iヱ状 II：状
光 りt 出1 光 ili＼光

l泊 i1''i cl) j良 水I白状、さらっとする。 水白状、さらっとオる。

盛il叫 ω 表 il1i 半 d↑ 、I' d↑ 

j年 透 叩l Ji 半透明 下透明

l岩 l曽 Ul 色 柑黄味をもっ｛；！（色 相f黄味のあるlズ色

！込 "'-¥ 有 有（ニ力ワ具）

t鼠＇r 水 自 i街 自謝

穿 i匙 l勾 ~t 育 上部のみ発育 上部良好、 卜部不良

中lj
i#i 1AJ 民l l•;•j 切⑨上回：＼II 制帽 ⑬／上凶剖l

t音
発育状川 発育状況

主主
Ul If~ 

ゼ
ゼフチン ；；：，志向平 2:tc （） 22℃（＋） 

フ
ゼラチン｛作解＜））

円 けく肱置後チ
ノ Mおよび程度 表面＜））み併
I養音
i'if. 角平 速 l主 極めてi星。

I体｛主培
ii~ 表面ーの発育 輪または被映を生じない。 輪または被膜を生じない。

組 I街の程度 柏、潤濁 柑fl函i縄、数日間1園濁
ノ＼。
臭 メズL 少しある。ー 臭気が著しい。フ。
沈殿および量 雲状、僅少 雲状（ぬるリとした沈殿）多量卜

J〆 着 色 臼 i掛 f;I(白色
水養
ガスの発生 H'S ( ），その他（ー） H,S ( ），その他（ ） 

注） 培地G),G, G共に極的て生育は良好であり、特に①のマツタケ汁培地では一面に広がり灰白色を、
①， G培地では黄白色を帯びた。
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Table 48, A - 1 j , A - 1 k株の生化学的性質

c. 標準 A-1 i A-lk c 標準 A-1 J A-lk 
試験内容 B定.Ue型rup Ballerup ＋ ＋ 

試験内容 B定alle型'"P Ballerup ＋ー ＋ 

Indole I or+ 一 Dulci to! d 十 十2

M.R. M ＋ 
37℃＋ 
一 ＋ Manni to! ＋ or+ 土 +3 十325℃ー

V.P. v 一 Adonitol +3 

Citrate c ＋ ー ＋ 十 十 ＋ Galactose ＋ ＋ 

HZ.S ＋ ＋ Mannose ＋ ＋ 

。｛＋｝
分

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ Urease Fructose 

0.0075%KC N培地 十
＋ Xylose °'+ +z 

Gelatmase Maltose 十 +z +3 
解

Nitrate ＋ 十 ＋ ＋ .. －十 ＋ lnulin 

Malonate ＋ ＋ ＋ Glycogen +3 +3 +3 +3 

Lysine脱炭酸能 ＋ 十 ＋ ＋ 
性
Trehalose 十 十 十3

Leucine脱炭酸能 Le vu lose ＋ +z 十2 ＋ 十2
すJ.. ;;<. Aesculin 

Catalase ＋ ＋ 十 十 十 Starch 

運動性 ＋ ＋ ＋ Soluble Starch 

牛乳培地 Dextnn 十 +z +z +z 十2

Gram染色 注） l .菌株の（＋）（ ）はBallerup血清に凝集する菌、すなわ%

Citric acid ＋ 陽性を（＋），陰性を（ー）で示す。
(104) 

有 2 . C.Ballerup定型は、腸内細薗の同定法を参考にし
機 D Tartaric acid た。

酸 3 数字は反応があらわれるまでの日数を示したものである

t吾
Succmic acid 4. Leucine脱炭酸能はFalkowのLysine脱炭酸試験に

養 Malicacid 
準じ t~~5) (96) 

5 有機酸培養は、 KP有機酸基礎培地（栄研）を用い、

Glucose t寸ガ－ス ＋ +3 +3 ＋ 十 3 有機酸の利用をみた．

or/-× 
6. + l～2日で陽性。

Lactose 一 l～2日で陰性。

Saccharose d ＋ +3 
d 菌種によって異る．（＋（＋）ー）
（＋） 遅れて陽性．

糖 Arabinose ＋ 十 +or一大多数が陽性。
-or+ 大多数が陰性。

Raffinose d × 遅れて陽性又は陰性。

7.その他は Table36,44, 45, 46（注）参照。
Salicin d 十3

Sorbitol ＋ 。汁

Inosiiol or')( 

およびt匁集しないものがある。これは長く継代培養するといずれも陰性になる。

4. I・M ・ Vi ・ C - systemと本菌の位置つり．本菌は血清学的診断では Ci trobacter 

l比lkrupに凶するが，生化学的性質は完全に Ballerupと一致をみない。
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／ 
S 集落

一ーーー炉

S. R混集落 R 集落

Fig. 49, A ー 1株と S→ R解離

I・M・Vi • C-system(l05〕注〉 (I・M・Vi • C-systemとは， Escherichiaの簡易分類方法

で， Indole産生・メチノレレッドの反応、， Voges-Proskauerの反応、〔91,92）およびCi tr ic acid分

解の有無よりいずれの groupに属するか診断するものである。〉の関係をみると， Tばile49 のよ

うにAerogenes groupの目型と Intermediate groupのE型の中間的な菌であるが，これが，
A ere吃enesgroup 

I型と Intermediate

group E型

の中間的な菌に変

異することを認め

た．更にはA-1

k（＋）株のよう

に Intermediate 

＂周｝

Table 49, 自然界における幽ω分布 I.M. V』C systemー

区 合I 型 Indole' M.R 

＋ →ーEscherichia group 
Il ＋ 

、／戸」 ＋ 
lntecmediategroup 

日 ー← 4・

f 、F一－－ I - .,,,!. Aerogcnes group 
日 （＋ 一一 _.,/ 

V.P 

ノ〆プ一一

グ＋

＋ 

group I型にまで 釦 1・ーはAI刷の性状、 はA-tj剛の性状、ーーはAt k （＋）僚の酬であり、
A-II朱→A-1j株→A1 k l+I棟に変換するこ 示

変異したものもあ 2. In帥岨生、 M.R.,V.P は師、C山 C制d吋 ι示L

Citric acid 

＋＼ 

一一＿jこ」）
＋ 

＋ 

る. A 1 k （十〕株は生化学的性状c10 6）より Citrobacter groupすなわち Bethesda-
Hal lerupt'C位置づけられる。
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アミノ厳の脱炭厳能に

ついて： A-1kのBallerup

血清に陽性（＋〕，陰性（→株

について，

チロシンに対

する脱炭酸能を比較した。脱

炭酸能は第四章で示した前記

フェヒスチシン，

ニルアラニン，

5. 

組
制
阻
巡
叫
4ES
入
ふ
D
d
F

，
入
川
小
ト
ム
ヘ
川

H
ト
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入
ユ
斗
H

U

U

Q

（
返
品
ロ
U
＝

同

凶

）

》

｛

円

l
〈

と同様ワーノレプノレグ検庄計を

A 1 k株

の各基質とも Ballerup血清

陰性菌が陽性菌より大きく，

ッタケ中毒：マッタケ中毒菌

l株を長iに培養Ljl6主主主した菌，

A-lb, 

A-lkの

Balleruμ 血清に陽性（＋〕お

として分離し，確認したA

ヒスチンンに対する脱炭

すなわち前記のFiε.47に不

チロンンの

フェニノしアラニン噌チロシン

特に本l笥のフエニノレアラニン

に対する脱炭酸能は顕著であ

6. 変異したA-1株とマ

フ

のClak一

huffe rのpH5.O, 

に示す。

ヒスチジン，

A-lf, 

7.0におけるヒスチ‘／ン，

bufferおよび

酸能もこれに次いだ。

A-1 a, 

脱炭酸をTable50 

用いて測定した。

(Bal leruμ菌〕

ェニノレアラニン，

脱炭酸能は，

世iosphate

した菌株，

A-le, 

Lube 

り，

．
口
山
由
一
心
町
ト

よび陰性（一〉株について，第

¥1章5項および第Vlli章1項に

見~述した方法で中毒試験を行

68-

その粘~；を Table 51 なった。



に示す。中毒試験の結果はA 1 k株にみるごとく， Ba1 leruド血清に対し陽性，陰性菌の顕著

な差異は認めなかった。

3.小 括

〔107)
1. 浜田

によオ1』ま，マッタ

ケの発育可能な温

度範囲は5～28℃．

最適は21～23℃で，

菌糸は19℃以下の

低温で子実体原基

を形成する。また

( 10 8) 
衣川 は，地

品が19℃に下がっ

たときから10～15

Table 51, A l株主：異怖と γ ヴタケ中高に，， ＼、て

的株 ~~消lie以＇＂比p、刊日lj 'I'・ JI ~I 1£ 状

A lb ~ ’66 5. l 
マソタケ：Jogを食寸。 H嵐l止せず翌Hまご腹の膨満感あり。
長時間にわたり気持忠L、

~ 65. 10. ~5 マソタケ30g食寸．全く異常なL.

~ 65. 11 7 マγqケ60g食サ.Jcく異常なし。
A l f 

平 防 I~. ~ マソタケ“Og食寸。 1時間i'O分後少しむかつくが幅削せず．

平 <iら 1I. 7 マソタケ訓）9食オ。 tでく異常なL.

A-le ~ '65. 12. 2 マソ qヶlilly食オ。全く異常な L• 

B ’li7. 九.14 マァタケ：my食す。 20分後順II士する．少し胞具合悲し．
A-la ＋ 

平 67 3. 14 マァタケ309食寸。 1時間泊分後胸むかつき岨吐寸る。•Jn;Ji唱フラック勺＂あり。

＋ 合 ’6R. 2 l:J 
マツタケ30gを食オ。 1時間後むかつくか幅吐せず。
胸昔しく覗H主で胃の膨満感つづく。

A l k 

~ 'iR 5. Hi マツタケ判9を食す巴 1時間10分後むかつくカ幅吐せず岳翌Hまで'i'I山膨満感あり。

A-la き り8 :l :l 19刷 2. 8マヴタケ｛泊gにl鞘士接種し、 22℃！ff葺3ll後、蒸して減
＋ l伺L冷却し た ι山士円a1:;1点ll•i した ftM• 士冷却し土も円；ニdi1'iL、そ円

貴向下処t明 平 6約：J :J 11調J~ ！ L～いご食一j• t；異常々し。

｜オで，マツタケが地上に出はじめるが，一度原基形成の適温になっても再び地温が高くなって

( 1 8の最低地温が20℃以上〕，これが比較的長くつづくと次の適温まで原基は形成されないと述

• ( 109〕
べ，干阪 は，マツタケの発生には適温（ 20℃以下）が必要で，高温のときは腐敗すると述

べているが，適首誌をむかえてマツタケが発生後，再び高温となり，かっ，雨が降るようなとき，

特にtjI 11): --tッタケを生じ幼い。

中d.J：マァタケは臼～10月中旬の気温の変化し易いころに多くみられ， 10月末～11月のころは空

気も乾燥し，気温も低く，むれることが少ないため，ほとんど中毒マツタケはみられない。

2. 著者らが自ら食べて中毒したマツタケより分離した細菌のうち，特に慎重な人体実験をに

ない中毒の再現をみた細菌についてその性質を調べたところ，すべての性質が標準Ual leruμ 菌

と一致はしなかったが，血清学的にこの細菌はCi trobac ter Bal leruμ に属することを認めた。

しかし本菌は変異し易く，定形的な性質はない。

本菌はTable49 に示すように， Aerogenes groupに属する自然菌であるが，変異して

出l nter rn ed i ate groupとして存在することもある。 (1 ntermediate grouμはEsd1er id11a 

groupすなわち腸内細菌である大腸菌群との中間的な存在である〉本菌はヒスチシンおよびブエ

ニノレアラニンに対する脱炭酸能が強いことを認めたが，特にフェニノレアラニン脱炭酸能は顕著で

£り， フェニノレエチノレアミンの生成が予想される。またこれに次いでヒスタミンの生成も多いこ

とが考えられる。
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第医 立早 マツタケ中毒について

マツタケ中毒の実態を調べるため，わが国でも有数の産地である滋賀県湖東部を二分して，マ

ツタケ発生地区（A）とそれ以外の地区 (B）とし，それぞれの住民にアンケートを行ない調査結果

( 10 2) 
をまとめた

調査方法は次のようである。

・調査年月日： 1961年4月

・調査対象 : 1,589世帯，延 8,849人

内訳 (A）地区 1,1 3 6世帯，延 6,33 2人

CB〕地区 4 5 3世帯，延 2,51 7人

1 .中毒世帯と人数：マツタケ中毒をおこしたことのある世帯は 112世帯〔 7.1係〉で，人数

は232人（ 2. 7 % ）あり，その内訳はCA〕地区の中毒世帯 8.1%，人数 30%に対し， CB〕地区

は中毒世帯 3.0係，人数 1.9婦であった。

出 (A〕地区：滋賀県犬上郡多賀町，甲良町，彦根市鳥居本町

〔B）地区； II 113彦根市内

次節に掲げた第 1項と第2項は全員について調査し，他の項目は中毒した人について

のみ調査した。

2. マツタケと曙好：マツタケの複郁たる香気は他の食品菌輩類の追随を許さないものであり，

本邦人の特に愛好するものであるが，なかにはマツタケの嫌いな人もありその数は全体の 6.3 % 

で，これらの人は胸のむかつきを感じると言う

特異的なものが多かった。マツタケの曙好は

Fig. 50のようである。

3. 中毒をおこしたマツタケの状態

a）虫喰マツタケ...・H ・－－…37.1 % 

b）少し腐って表面がぬける（粘質化した〉

マツタケ…………...・ H ・.....・ H ・..2 5. 8係

c〕むれていたマツタケ… 21. 0 % 

d）腐ったものを日に干したマツタケ…

0.0 % 

e〕良質マツタケ...・ H ・－－… 16.1 % 

食べない1.7%

Fig. 50, マツタケと曙好
特記された事項

軸がぬるけたものは必ず中毒する。……・…………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－……...・ H ・...3例
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知らずに良質マツタケと思って食べた。…………ー………………………………・・・・ l伊l

良質7 ツタケを， 籍につめて輸送中にむれた。 ・・・・・ーー・・・・・ーー・ー・・ー・ ・・・・ー・・・一 一・ 6例

先人的に吐気を催す。………－－………－…....……・・ー …・……・・…...…一……：1例

生煮であった。...・ H ・－－…………...・ H ・－…...・ H ・－－………………一・……－－…一・ 5例

良質マツタケを食べた直後に柿を食べた。……ー……－一－－ ……  .....・ H ・.......I{)'!] 

降雨時のマツタケを食べた。...・ H ・－－…...・ H ・－……………………・…...・ H ・－………… l例

聞きすぎたマツタケを食べた。一…………………………・・……・・ …・ …・ … l例

石づきの取り方が少なかった。－…………………...・ H ・－…………・・ …...・ H ・－－…・・ l{)'!] 

虫がつき，少し腐っていて白いケカビが生えていた。...・ H ・H ・H ・－－……...・ H ・……….I例

採集後風通しのわるいところに長くおさ，柄の基部が軟かく，ぬるけていた。 －ー l仔lj

虫喰マツタケでもかたくて質のよいものは中毒しない。...・ H ・…・……...・ H ・－………8例

a）はキノコパェ，ナメクジなどに喰害されたもの， b), c〕， d〕は殆んどのマッ担ケが a〕

と同様これらが寄生しており， e）でもこれらの動物の産卵したものが多い固また虫喰＂？ ＇／タケ

による中毒と思われるものの中には，同時にむれたり，ぬるけたりしているものが多く，輸送［tj

にむれて中毒マァタケとなることもあり，マツタケがむれた場合に中毒－＜ ＇／タケとなる公算が大

きい。

良質＂？ ~タケによる中毒と思われているものの中には，消化不良による胃腸障害が多く， また

良質マツタケと思っているものが既に部分的に不良化したものを食べたと考えられるものもある。

4. 中毒をおこした時間

a）食べて直ぐ・・・・・ H ・H ・.....・ H ・－－…...・ H ・....2 4. 1 % 

b) 30分～1時間後・・……－…………………・ 49 1 % 

c〕 2～3時間後....・ H ・－…....・ H ・...・ H ・－－…・・ 17.0 % 

d) 5～6時間後…・υ ・...・ H ・H ・H ・......・ H ・－－－ 5. 4 % 

e) 12時間後・……・・・・・………・…...・ H ・－－ 4. 4 % 

の 24時間後……....・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・－－－ 0. 0係

30～1時間後の発病が圧倒的に多く，次が食べて直ぐとなっており，潜伏期がないことは，毒

物の甲車下による中毒と考えられる。長時間後の発病は何れも消化不良をおこした人であった。

5. 中毒症状

a）胸苦しく気持が悪い。・…...・ H ・－－…...・ H ・.2 6. 9 % 

b) 吐く ・・・…－－…・・…...・ H ・－－……・…ー・・・…・ 49. 8 % 

c）腹痛 …・…...・ H ・H ・H ・.......・ H ・.....・ H ・－…・ 14.0係

d〕下痢・・…...・ H ・・・・・・ ...・ H ・....・ H ・...・ H ・－－ 7. 0係

e）ジンマシン 2.3婦

の発熱...・ H ・－－……....・ H ・......・ H ・－……… 0.0係

特記された事項
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・ 胸苦しく気持が悪かったが，咽吐したら直ぐ正常にもどった。……...・ H ・H ・H ・－－… 10例

ジンマシンの症状を呈し，腹痛後日匝吐した。...・ H ・－…－………...・ H ・H ・H ・.......・ H ・ 2例

腹痛後下痢を数回した。…・・………...・ H ・－・………...・ H ・.....・ H ・－－……………...・ H ・－－ 1 .W1J 

腹痛や下剤のものは，消化不良によるものが多かった。

6. 中毒と個人差

a）同時に食べた人は全員中毒した。 ……...・ H ・－・…...・ H ・－－…………...・ H ・...2 2. 3 % 

b〕同時に食べても中毒した人としない人がある。…………......・ H ・－－一…… 77. 7係

bの1) 多く食べた人が中毒した。…一....・ H ・－－………...・ H ・…・…...・ H ・...2 7. 5 % 

bの2) 同じように食べても中毒しない。…………………………………… 72.5 % 

特記された事項

少し腐って表面がぬるけた7 ッタケを少量食べて中毒した。……・・・……………・ 3例

体の調子が悪いときに中毒した。...・ H ・－…………...・ H ・－－…...・ H ・－－………...・ H ・－－… 2伊lj

悪いマツタケを佃煮にして多く食べ中毒した。…...・ H ・.....・ H ・－－…………………・ 2例

j11J時に食べても中毒した人としない人があると報告したものが圧倒的に多く，特に体質による

個人差が考えられる。

7. 調理法と中毒

心焼いた。…… 一……………ー・・…...・ H ・－－…… 30. 5 % 

IJ) むした。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…ー…－……・・・・…・ 68%  

け十分煮た。…………………………………………… 37.3 % 

d〕煮方が以かった。 －－－ －－－－－－ …・……・・・・・・・・・・・・・・・・ 25. 4 % 

c〕 干しマックケを煮た。－－－－…－－－－…－－・…・・・・…・ 0. 0 % 

特記された事項

干しマツタケを多く食べ消化不良をおこし， 12時間後に腹痛と下痢をおこした。… 1例

すき焼，汁，マツタケ飯にしたが，煮方が弱かった。 …………・－…・・－…・－…・ 12例

刷るけたマツタケを醤油で十分煮た佃煮を食べて噸吐した。……...・ H ・H ・H ・－－…… 3例

点、ても，焼いても，むしても危険性があるが，十分に干したものは消化不良と思われる以外の

例がないの 心と b）は共通性があり，煮方，焼方の弱い調理法は危険性が大きいと思われる。

B. マツタケ中毒と死亡：マツタケ中毒で死亡した人を知っているかり のアンケ 卜を全員

に行ったが，中毒死は l件もなかった。

9. マツタケ中毒についての故事〔特記されたもの〕

a〕中みすると忠われているマツタケ

虫喰 ・.rッタケ ・....・ H ・H ・H ・.....・ H ・……………ー……・・………...・ H ・－－……… 61例

表出がねるけた J ッタケ・・・……… ・…・・・・・・ ………… ……・ ……………… 7 0例

むれている J yタケ…………・一 －…………………………………・ ………… 1 6例

良質 J y タウでも，喰合せで消化不良をおこして中毒する。 …...・ H ・H ・H ・－－……・・ 2例

一一72



雨降後のマツタケでぬるけたものは中毒する．…………...・ H ・－－…………...・ H ・－－… 7例

焼マツタケは最良質でないと危険である。...・ H ・－・・…・...・ H ・－－－…......・ H ・－……・・ 10例

b）中毒を防ぐ方法

ナスは毒消となり，同時に食べると中毒しない。………...・ H ・.....・ H ・－－……...・ H ・..1 1例

不良質マツタケでも，十分むして酢漬にしたものは中毒しない。…...・ H ・.....・ H ・－－ 2例

虫喰やぬるけたマツタケは食塩水に3～4日つけておくと中毒しない。…...・ H ・－－ 1例

マツタケ中毒にかぎらず，一般毒茸の中毒防止法として，我国ではナス，外国ではナシを用い

たり， Helvella S aure の日干法（110）や白井の毒茸塩蔵法（111）などが知られている。

10.マツタケ中毒の実例

例 1. 1943年 10月初旬，近衛防空部隊宮内隊に勤務当時，自宅より寵詰で良質マツタケが

送って来た。 しかし丁度千葉県飯聞に演習出張中であったため， 10日間そのまま放置し，帰隊後

焼マツタケとして食べた。その結果中隊長O 真O郎中尉，中隊付高O一郎中尉， O原O一少尉，

O出O重見習士宮，兵約20名の食べたもの全員が20分～30分して中毒し，猛烈な咽吐後平癒した。

この年の東京の気象状況をTable52 に参考に掲げる。

~IJ 2. 1940年10月初旬，彦根市中組宮Q常O氏家族の中毒。

精白米を入れた米箱の蓋の上に約 1時間放置したマツタケを，すき焼にして食べ，家族全員

（大人2人，子供3人， 9才， 6才， 4才〕が猛烈な中毒をおこした。食後1時間で幅吐して平

癒する。繭来彼は米箱の上にマツタケをおくと中毒すると信じている。

例 3. 1964年 10月29日，彦根西高等学校生徒宿O須O恵嬢の中毒。

市lH商店より購入し，当日13時に洗って調理実習に利用した。マツタケは，豆腐とタマネギを

共に入れ，かつおの出しと味の素を添加したすまし汁とし，親子井（タマゴ，かしわ入り〉を同

時に食べ， 30分後に胃の痛みを感じ，顔，耳あたりが赤くほてってきた。熱いが汗は出なかった。

50分後には更にはげしくなり，顔はざらざらし幾分はれ，筋肉が引っぱられるように感じた。抗

ヒスタミン剤の注射をうけた結果， 5時間後に次第にはれはひき，かゆみもとれた。 6時間後に

は平癒した。

本人は今までにこの種の中毒をしたことがない。今までにマツタケ飯は食べているがいつもは

調理する前にナスと一緒に切って水につけておき「アク」抜きして食べている。マツタケのすま

し汁は嫌いである。朝から胃の調子は悪かった。吐気はしなかった。

~IJ 4, 1964年 10月 19日， 著者中毒（ 44才〕

10月18日滋賀県犬上郡多賀町一円堂谷山より採集した二股マツタケで，根元の分岐部分が腐敗

していた生マツタケ30Fを半焼とし，冷蔵庫に保存後，翌朝に食す。 30分後むかつきがあり， 40

分後に2回と60分後に2回目匝吐， 5時間後に昼食をとりその後更に2回幅吐する。体温は38℃で，

中毒時流涙する。なお7～12時間後まで咽喉から胃にかけ膨満感があり「ゴネゴネ」して気持が

悪かったが，その後平癒した。

例5. 1965年10月15日，著者妻の中毒（ 42才〕
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Table 52，東京の気象表

1943年 9 月 10 月 11 月
（昭和18年）

ー

1＂＂＇~素気温℃ 天※※雨臨有※ 気温℃ 天※※量台宗※ 気温℃ 天 雨宮有渋

｜日＼雪量震候 去の無理EE喜重候 脚現時重喜重候 ~I~無理E
l 幻833.0 24.0 ⑤ー 18.920.5 17.5 ・2.11¥ 11.6 17.6 5.8 0 一
2 26.6 29.6 24.3 ⑨ 5.7 18.7 20.0 16.9 • 46.4 ¥ 11.2 19.3 5.3 0 -

3 お329.6 23.4 ⑨ 6.2 ¥ 22.5沼217.3・76.0諸 12.521.6 6.5 0 -

4 幻.232.6 23.4 ① - 23.1 幻.321.0 0 東北部上 12.6 16.5 9.2 @ 0.0 

5 25.5 29.1 23.2 ⑨ 2.8 19.2 24.0 15.4 ①ー 14.121.1 7.4 ① 0.0 

6 26.4 29.5 23.6 @ 0.0 17.3 19.5 15.7。o.o 15.7 21.510.6 ①ー

7 25.8幻.823.9。0.1 16.8 20.2 13目9 ＠一 12.816.2 9.7 ＠ー

8 26.4 29.9 23.2 • 10.5 16.2 20.4 12.6 ・3.2 10.4 14.1 6.7 @ 0.2 

9 28.0 32ι24.2 。－ 17.0 18.115.6 • 79目5 9.8 14.0 7.3 • 12目3

10 お628.7 23.9 @ 0.0 17.7 18.816.7 ⑨ lお6諸東進島 14.1 17.511.7 @ 0.2 

11 26.0 29.9 23.2 0.0 18.4 23.2 16.5 0目。 12.317.J 8.0 。 。 ①ーー

12 26.5 31.0 23.9 ・3.4 18.0 24.0 12.5 ①ー 11.417目56.1 0 一
13 26.9 31.5 22.2 ① o.o I 17.2 21.3 13田9。－¥ 9.9 16.0 5.6 0 -I 
14 お027.7 23.1 • 83.6 16.2 21.6 12.2 ①ー 10.317.7 3.8 ①－  I 
15 お9初622.1 。－ 16.9 23.1 10.0 ①＿  12.3 17.6 6.5 @ o.o ¥ 

16 24.6 28.7 22.9 ・5.4 ¥ 18.4 22.7 14.1 。－ 12. 7 15.2 10.8 ・1.0 I 
17 23.9幻121.0 。－ ¥ ls.2 21.0 16.2 ・1.6 14.6 18.910.7 ・1.0 l 
18 24田7包9.420.s c - I 20.4お716.5 @ 0.0 I 13.5 19.0 7.9 @ 0.1 
19 24. 7 29.0 22.4 ・3.0 20.2 24.6 17.4 ＠ー 7.411.1 5.0 。←
20 お729.3 22.4。0.5：自 19.824.6 16.1 ・5.0 7.3 12.8 3. 7 ①ー

カaら

21 23.2 26.5 20.5 37. 7北上 16.1 18.1 14.5 8.4 9.6 17.3 3.8 0.4 
B ・ ①

22 21.7 26.0 18.2 <D - 16.3 23.3 12.3 ⑨ 1.7 8.2 13.9 4.7 ① 0.5 

23 20.5 26. 7 15.2 ①ー 11 14.8 19.310.0 ①－  9.1 15.6 4.7 ①ー

24 20.2 26.0 14.5。－I 12.7 15.2 9.7。o.o 9.2 10.9 6.9 @ 0目。

25 25.0 30.5 18.6 ① o.o 13.4 14. 7 12. 7 ・8.1 8.9 14.4 4.7 ①ー

26 21.723.619.4。o.4 ¥ 11.0 22.6 12.8 ・4.9 I 8.4 14.8 3.5 ①ー
27 18.0 19.8 17.3 .お6 ¥ 16.6 19.3 14.3 ① 0.0 9. 7 17.6 2.6 0 一
28 24.0 31.3 17.3 ① o.o ¥ 15.4 20.1 12.2 ①－  I 8.0 13.0 4.2 ＠一

29 18.8 21.0 17目9 ・1.1 14.4 20.6 9.3 o - I 9.7 15.2 5.9 ① 0.8 
30 19.9 24.0 17.1 @ 0.0 13.3 19.6 7.4 0 - 6.8 10.7 4.3 0 ー

31 12.3 18.2 7.2 0 -

（※一つのI ｛制．．小月平均値のみを示す。 I I 、 ．．
1943年 9月 25.7'C >- ./. 
10月 18.7℃ l I 
11月 12.1℃｜｜
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10月14日降雨時に滋賀県犬上郡多賀町一円堂谷山より採集した，腐敗生マツタケ20Fを醤油で

十分煮て佃煮としたものを冷蔵，章に保存し，翌日の夕食時K食す。食後5分してむかつきを催し，

15～20分後に2回目匝吐する。食べたとき口はにがく，頭が痛かった。体温は36.3℃であり幅吐

後も胸苦しく，胃の膨満感があり， 「ゴネゴネ」した気持悪さであったが2時間後には平癒した。

例6. 1965年10月21日，滋賀県立短期大学家政部 川O正O氏の中毒（談入

11才のとき焼マツタケに醤油をつけて食べ猛烈な幅吐をしたが，そのとき「ジンマシン」も出

た。また21才のとき大学の寮で，友人が持参した寵詰の7 ッタケを焼いて食べたところ，気持が

悪くなり20分後にはげしい幅吐をした。その後はマツタケの臭いが嫌いになった。

例 7. 1966年10月16日滋賀県坂田郡近江町能登瀬 木O忠O氏家族の中毒。

良質マツタケ（開，ツボミ 3本）を茶碗むし6杯にし，父62才，母60才，主人30才が食べたと

ころ母が中毒した。始め頭が痛く30分後よりむかつきを催し， 1時間30分後幅吐した。熱もなく，

下痢， 「ジンマシン」もなかった．この種の中毒は始めてであった。主人は咽喉が「ムズムズ」

したが， リンゴを食べておさまった。父は中毒しなかった。

例 8. 1968年9月29日， 著者c48才〉および妻c45才〉の中毒。
9月22日滋賀県犬上郡多賀町一円堂谷山より採集したマツタケ (1309〕が少しぬるけており，

市場で属になったので持ち帰り冷蔵庫に7日間保存後，その生マツタケ80Fを醤油と砂糖で佃煮

として，両人が二分して食べたところ，両人とも10分後にむかつきを催し，妻は15分後に猛烈な

日脚土をして全部吐く，著者は20分後， 30分後， 60分後に幅吐した。体温は著者36.Z'C,妻 36.4 

℃であったの ζのマツタケは食べるとき随分苦味があった。食べたあとは咽喉から胸にかけてむ

かむかとい苦しくて全く仕事も手につかない脱力感があり，無気力状態であった。特に妻は食事

中頭痛を感じたο3時間後には胸も胃も楽になり回復した翌日は両人とも平常であった。 との

とき同時に食べたものは次のようである。

0ホシケのミリン干
oしたし物（白菜， ゴマ〕

oすまし汁（チラ ν玉子，竹わ，事主，ジャコの出し汁〕

11 .小括

中毒マ γタケは，むれたためやや不良化したものであり，店頭などに広げてあったマツタケで

中毒した例は少ない。焼いたり，煮たり，むしたりしても中毒するが，特に焼マツタケのように

十分熱のとおらない調理法による中毒が多く，中毒症状は食後30分～1時間してあらわれるのが

圧倒的に多く，胸苦しく，気持悪く，岨吐すれば直ぐに治る場合が普通であり長い潜伏期はない。

良質マツタケで中毒したもの，多く食べすぎて中毒したもの， 12時間後に腹痛や下痢したもの

などは何れもマッタケの消化不良による胃腸障害である。

著者の言うマツタケ中毒は，前記の症状を呈するものであり，速かに発病し，速かに治癒する

ものであり，これによる重症や死亡例は知らない。この点魚類などによくあるアレルギ 様食中

毒 (17, 21）に似ている。

マジタケ中毒は，一般によく虫喰マツタケによるものと思われて来たが，良質マシタケがむれ
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て中毒するところに問題点があり，虫喰だけによる中毒はあり得ないことを人体実験でも明らか

にした。しかし虫喰マツタケは同時にむれた状態もあり中毒マツタケとなっていることも多くあ

る

同時に食べても中毒しない人が77. 7 %もあり，そのうち体質の差を認めたものが72.5 %, 

多く食べすぎたもの 27. 5係であり，いつも原因食の新旧には関係なし抗原となる特殊のもの

を食べると必ず中毒すると言うアレルギー性中毒症状とも断言出来ないのであって，むしろ所講

ヒスタミ γ中毒と言われているものに似ている。因みに著者はシロネズミの実験において， ヒス

タミン単独では中毒がおこらず， ヒスタミンとブエニノレエチノレアミンが相乗的に作用し中毒がお

(68〕
こることを認めた
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第 XI 立阜 6公
lM~· 括

一般に食品を放置すると，食品に付着した微生物の増殖に伴い，食品中の蛋白質が低分子物質

へと分解され，次第に悪臭および有害物質を生じ，食用に供し得なくなることはよく知られると

ころであり，マツタケについても同じことが言える。マツタケにおいても他の食品同様腐敗が相

当に進捗したものは，外観的にも，官能的にも，また内容的にも食用に耐えないため摂取するこ

とはないが，腐敗過程においてまだそのマツタケが外観的にも，官能的にも，内容的にも殆んど

変化をみない所謂初期腐敗の状態にあるものは調査例にもあるごとく食用される機会が多い。

マツタケ中には10種余の遊離アミノ酸が存在しているが，これらのアミノ酸は腐敗の進行に伴

い漸次消失する。特にアミノ態窒素が増大した直後，すなわち自家消化の末期より腐敗の初期段

階においてヒスチジンとフェニルアラニンが殆んど同時に消失し，これらのアミノ酸の脱炭酸に

よりヒスタミンおよびフェニルエチルアミンが生成することがある。しかしこれらの両アミンは

比較的速やかに消失する．また腐敗の末期にはチラミンを生成することがある。腐敗の進行によ

〔12〕（66)
って生ずるアミンの消長を追跡した宮木ら や安藤 によればアミンのうち先ず最初に

ヒスタミン，次にプトレスシン，カダベリンなどのジアミン，最後にチラミン，イソアミノレアミ

ンなどが検出されるが次の段階では生成の順にこれらは分解する。また脱炭酸によるアミンの生

成はpH5～6で著しく，アミンの分解はpH5.5～8の広い帯域で行われると言われており，

或種のアミンは腐敗の初期には多量に検出されるが，腐敗の進んだ食品中には毒性アミンの存在

は比較的少いと言われる。マツタケの場合も初期腐敗の段階においては種々の条件の相助作用に

より， ヒスタミンやフェニルエチルアミンのごとき有毒アミンが生成し，未だ分解されずに蓄積

している場合があるので， これらのアミンを摂食すると中毒症状をおこす。

腐敗物中に含まれるアルカロイド様塩基性物質をプトマインと言い，この中にはコリン，ノイ

リン，ムスカリン， j イリジン， トリメチノレアミン． カダベリン， ミ夕、レインなどが含まれる

が（112），とれらのプトマインは腐敗が相当進行し，外観の変化も著しく，悪臭を発生する段階

で生成するものであり，動物実験では毒性が比較的弱いと言われている。（33)

著者らが中毒マツタケを探す目的で，諸種の自然および人工腐敗マツタケを食べた人体実験の

結果，強度の腐敗マツタケでは，この種のマツタケ中毒はしなかったことや，中毒マツタケが初

期腐敗段階で生ずることより，マツタケ中毒はプトマインによる中毒とは考えられない。

また有毒アミンによる中毒症状は毒素型に属し，殆んど潜伏期を経ず急激であり，食後30分～

1時間で症状があらわれ目匝吐などの 1種特有の症状を呈するが，モの程度は比較的軽く，現在ま

(2 ' 21, 98, 113〕
でに死亡例はない、 ．またアレノレギ はその食品に対する特異体質が問題にな

り発病率も低いのに対し，アレノレギ 様食中毒とはたまたま原因となった食品を食べて発病して
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するときは，フエ二日チノレアミンの単一注射による致死量のま弱のフエ二日チノレ7 ~ン量で
死亡する．ただしヒスタミンを 2851lllJ/k~ 混合した場合である。またヒスタミンとフエニル王子

ルアミンの混合注射の場合は肝障害も甚しい。シロネズミはヒスタミンに対する抵抗が強い科

ヒスタミンとフェニルエチルアミンを混合すると両者は相乗的に働き毒作用は極めて強くなる。

また仔猫に対する試験でもヒスタミンは猛裂な咽吐を， フェニルエチノレアミンは瞳孔の散大など

の症状を示すが，両者を混合し経口投与するときは症状は殊に顕著である。

(17) (114, 115, 116) 
アレルギ一様食中毒の原因物質 については，河端ら はヒスタミンとそ

(77) 
れ以外に迷走神経刺戟物質を，宮木ら はヒスタミンの作用を相乗的に増強する因子として

c 117) 
トリメチルアミン始め数種のアミンを指摘し，相磯 は人体実験により中毒をおこした食品

中に存在した量のヒスタミンのみでは中毒しないと述べている。このようにアレルギ 様食中毒

の原因としてはヒスタミンと腐敗アミンの協働的な増強作用を考える人（宮木ら〕と，ヒスタミ

ンとそれに相加的K働く特性毒物を考える人（河端ら〉とがあるが，著者はヒスタミンとフエニ

ルエチノレアミンの聞にも相乗的な作用のあることを認めた。アレルギー様食中毒は高瀬ら（20)

(21) c 118〕
辺野喜ら ，小池ら がまとめているようにその症状や死亡例のないなどの点で＿，， ：：； タ

ケ中毒に類似する。

マツタケ中毒は， 7γ タケ中ι存在するアミノ酸のうち特にヒスチゾンおよびフエニノレアラニ

ンが脱炭酸される諸条件が整った時にヒスタミンおよびフェニノレエチノレアミンが生じ， これを摂

取したときに両アミンの相乗的毒作用により発病するアレノレギー様食中毒であると断定した。

これら両アミンの生成は， 7 ッタケの自家消化末期より初期腐敗時に生成することが多く，山

地に自然に存在する腐敗菌のうちにはヒスチジンやフェニノレアラニ、ノに対する脱炭酸能の強い菌

がいるが，なかでも霊菌はヒスチジンに対する脱炭酸能が強く， Ballerup菌はブエニルアラ

ニン， これに次いでヒスチシンに対する脱炭酸能が強い。 Bal lerup菌については特に本菌によ

る人工腐敗－.， ：：； タケを摂取し，人体実験によりマツタケ中毒の再現を認めた。

以上より Ballerup菌のような特にフェニルアラニンに対す脱炭酸能およびヒスチンンに対す

る脱炭骸能の強い菌および笠菌その他の 7 ッタケ腐敗菌でヒスチンンおよびフエニルアラニン

に対する脱炭酸能の強い菌が同時にマツタケの腐敗にあずかるときは，特に中毒マツタサを生ず

る公算ーが大きいと五える。
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